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序

大阪府の北東部に位置する大東市は、東部に飯盛山を含む生駒山系が南北に連なり、西部

では古くは河内湾、河内湖、また江戸時代の中頃までは深野池という大きな池があり、山と海、

湖、池などに彩られた多様な地形環境のなかで古来より豊かな自然を有してきました。

そのような環境のなかでわたしたちの先人達は個性豊かな歴史、文化を育み、その足跡と

して多くの神社仏閣、遺跡、様々な美術工芸品など、いわゆる文化財が数多く残され今日に

至っています。

この度、報告することになりました中垣内遺跡は昭和 34年以来、十数次にわたる調査が

実施されてきまして、遺跡の様相についてはかなり多くのことが明らかにされてきました。

今回の発掘調査につきましても弥生時代を中心とした集落跡の様相を明らかにすることが

でき、中垣内遺跡の歴史的価値をあらためて確認するとともに、大東市の歴史・文化を語る

うえで、たいへん貴重な成果を得ることができたと思われます。

今後、これらの成果を市民共有の財産として活用していくと共に、本報告書が本市の歴史

や文化を知る基礎資料として活用され、歴史や文化財に対する理解を深めるための契機とな

れば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査および整理作業の費用負担をはじめ多大なご協力を賜りま

した大東市下水道部をはじめ、お世話になりました関係機関・各位に厚くお礼申し上げます。

また教育委員会では、今後とも先人より受け継いできました貴重な文化財を大切に保存・

活用し、未来を担う次世代に託したく努力する所存でありますので、市民の皆様方におかれ

ましては今後とも本市の文化財保護行政にご理解、ご協力賜りますよう心よりお願い申し上

げます亮

平成 20年 3月

大東市教育委員会

教育長 中 口 馨



例   言

1.本書は、大阪府大東市中垣内5丁 目における中垣内遺跡発掘調査(NGT05-1)の 報告書である。

2.調査は大東市公共下水道工事に伴うもので、大東市下水道部下水道整備課 (平成 19年度より街

づくり部下水道整備課)よ り依頼を受け、大東市教育委員会生涯学習部歴史民俗資料館が実施した。

3.発掘調査及び整理作業は大東市立歴史民俗資料館 (現所属、生涯学習課)、 中進健―が担当した。

4.調査面積は60∬で、調査期間は平成 17年 7月 4日 ～同年 8月 10日 である。

5,本調査に係る費用については大東市下水道部 (平成 19年度より街づくり部)がこれを負担した。

記して感謝の意を表する。

6。 現地調査における記録作業にあたっては株式会社島田組による下記の諸氏により実施した。

(敬称略、五十音順 )

大塚照子、川田秀治、古川久雄、松下信一、安田貴憲、

7.報告書作成にかかる整理作業については大東市教育委員会の指導のもと、財団法人元興寺文化財

研究所に委託した。また、木製品の保存処理、樹種同定についても財団法人元興寺文化財研究所に

委託し、樹種同定の結果については (財 )元興寺文化財研究所、木沢直子氏に報告書を作成してい

ただいた。

8.本調査における基準点、水準点の設置については株式会社島田組に委託した。

9,本調査で使用した座標は世界測地系による国土座標第Ⅵ系であり、方位は座標北を使用している。

また、標高は T,P,(東京湾平均海面値)である。

10。 本書の執筆、編集は中進が行った。

11.本調査に関わる遺物、実測図、写真、カラースライド等については大東市立歴史民俗資料館にお

いて保管している。広 く利用されることを希望する。
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第 1章 調査に至る経緯

中垣内遺跡は昭和 34年 に関西電力株式会社東大阪変電所建設の際に発見された遺跡である。それ

に伴う緊急調査が一部実施されており、限られた条件下の調査であったにもかかわらず竪穴住居跡な

どを検出し、また弥生土器など大量の遺物が出土したことから、当時においては弥生時代の大規模な

集落遺跡として多大な評価を得た遺跡であった。

その後、長年にわたり発掘調査の機会には恵まれなかったが、昭和 62年の大阪産業大学の校舎建

設に伴う調査を皮切 りに、昭和 62～ 63年 にかけては変電所敷地内における 4ヶ所の調査など、現在

に至るまで昭和 34年の調査を含めば、合計 14次にわたる調査が実施されている。その結果、遺跡と

しては集落を中心とした縄文時代から近世に至る複合遺跡との性格が与えられているが、その具体的

様相からみて大東市域およびその周辺地域の歴史を復元するにあたつては、やはり弥生時代を代表す

る遺跡として認識されている状況である。

今回の調査は大東市下水道部 [平成 19年度より街づくり部 (以下、省略)]に より公共下水道工事 [東

部排水区 (第 21工区)]の事業計画がなされたことによる。

計画地は、先述した中垣内遺跡の範囲内であったため、大東市下水道部下水道整備課より文化財担

当課である大東市立歴史民俗資料館 [平成 18年度より大東市教育委員会生涯学習部生涯学習課 (以下、

省略)]に当該事業における埋蔵文化財の取り扱いについての事前協議の申し入れがあった。

歴史民俗資料館では、文化財保護法第 94条に基づく通知の提出を求めるとともに、工事内容によっ

て遺跡の損壊が想定される場合には工事の設計変更等による現状保存または発掘調査が必要である旨

を伝えた。

以上の協議を経て、歴史民俗資料館が平成 17年 5月 10、 13日 に範囲確認調査を実施したところ、

事業計画のうち「No.3立坑」から遺物を多量に含んだ包含層を確認するなど遺跡の広がりが確認され

た。

その結果、遺跡の保存に関して協議を行ったが、事業の特殊性により計画変更は困難であるとのこ

とから発掘調査を実施することで合意した。

その後、更なる協議の結果、発掘調査については大東市下水道部下水道整備課の依頼を受け、大東

市立歴史民俗資料館が実施することとなり、「No3立坑」部分 60ゴ を対象に、平成 17年 7月 4日 か

ら着手し、同年 8月 10日 に終了した。以下、整理作業については平成 18年度に実施 し、平成 19年

度における報告書の刊行により、今回事業に伴う発掘調査すべての作業を終了したものである。

-1-



| |

「Lo

『す可Ⅷ剌‐‐‐‐『

一郵
コ
判
削
刊
‐ど―珂

第1図 調査地位置図

-2-



ゝ

ヽ
＼、ェょ:[:l:こととと!チ

'「

8(S‐ 1/4)

ｈ
ｌｌｌ

ｌｔ‐

――‐

側

悧

＝

Ｖ

一

-10

|

0                                                   10cm

第2図 範囲確認調査出土置物

＼`
＼/て

＼/1嘩

-3-

※1112は SD 701出 土遺物  12



第 2章 遺跡の位置と環境

中垣内遺跡は大阪府大東市中垣内一帝にかけて所

在し、南北約 850m、 東西約 lkmの範囲を持つ遺

跡である。これまで十数次にわたって調査が実施さ

れており、縄文時代から近世にかけての複合遺跡で

あることが明らかにされている。特に弥生時代の集

落遺跡として有名である。

地理的には、鍋田川によって形成された扇状地か

らその西方に広がる沖積地にかけて立地している。

以下、大東市域の遺跡を中心に歴史的推移を概観

する。

〈旧石器時代〉

中垣内遺跡からナイフ形石器が出土している。し

かし、昭和 34年の東大阪変電所建設時における出

上のため、その詳細は明らかでないが、この時代の

遺物としては現在のところ市内唯―のものである。

(縄文時代〉
第3図 大東市位置図

集落を示すような具体的な遺構は検出されていないため、様相については明らかではない。唯一、

中垣内遺跡で中期後半の上坑状の遺構と推測されるものが確認されているのみである。遺物では、北

条遺跡、宮谷古墳群で草創期の有舌尖頭器などが出土・採集している他、自然河川、自然流路、包含

層等からの出上ではあるが主に宮谷川、鍋田川周辺の遺跡から中～晩期を中心とした土器の出土が確

認されている。

そして、磨耗を受けず比較的残りの良好な土器の出土も多いことから丘陵、扇状地などに集落跡の

存在した可能性は十分高いものと考えられる。

(弥生時代〉

この時代から市域においても遺構を伴う遺跡が多数確認されるようになる。前～中期の集落跡が確

認された中垣内遺跡、北条西遺跡、後期の竪穴住居を検出した北条遺跡などがある。また、中垣内遺

跡の東に位置する鋼田川遺跡では後期のまとまった遺物が出上しており、当時の集落の動向を考える

うえでも重要な遺跡であることが明らかになりつつある。

(古墳時代)

当時、河内湖東岸に位置していた市域においても多数の集落が営まれるようになり、前期では鍋田

川遺跡、中～後期にかけては北新町遺跡、メノコ遺跡などがある。特に特徴的な様相としては初期須

恵器、韓式系土器、鳥足文を施した陶質土器の出土など渡来系的な影響の強い遺物が目立ち、先に述

べた河内湖東岸という地理的状況からも領けるものである。

古墳に関しても多くの古墳、古墳群が周知されているが、残念ながら詳細の解らないものが多い。

その中において城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群で古墳の調査が行われている。特に



堂山古墳群では三角板皮綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など多量の鉄製武器、武具類が出上している

ことから当時の有力な首長墓と考えられており、当時の社会を考えるうえで貴重な成果をあげている。

(古代〉

奈良時代では北新町遺跡、寺川遺跡、元粉遺跡で集落が確認、推測されている。特に北新町遺跡で

は人面墨書土器が出土し、また寺川遺跡では「白麻呂」と墨書された土器が出土するなど、官衛的集

落の存在が推定されている。

平安時代では寺川遺跡で集落跡が確認されている。特に、直径 lm程の木を李Jり 貫いた井筒などは

注目され、また河川跡からはウマの骨が一体復元出来るほどの出上があり、通常の集落とはかなり違

う様相を示している。

(中世〉

北新町遺跡で 12～ 13世紀を中心とした集落跡、御領遺跡で 13～ 14世紀の集落跡が確認されてお

り、市域における中世の様相も明らかにされてきている。また、城跡に関しても、戦国武将、三好長

慶の飯盛城、その支城とされる野崎城、キリシタンで有名な三箇サンチョの三箇城などが知られてい

る。ただ、考古学的には飯盛城において発掘調査がわずかに実施されているのみで残念ながら詳細は

明らかにされていない。

(近世)

大阪城の築城、また江戸幕府による再築の際、石垣用石材の供給地であった石切場跡や、宝永元年

(1704)の大和川付け替えに伴い新田開発が盛んになるが、その管理施設であつた平野屋新田会所な

どがある。

また西諸福遺跡では深野池、新開池とは別の池と推定されている遺構が検出されており、備前橋鉢、

壺、美濃窯系天目茶碗、胎土目唐津窯系皿、堺悟鉢、石臼などの陶磁器類がまとまって出上している。

(引用・参考文献)

大阪府史編集専門委員会 1991年  『大阪府史』】J巻 大阪府
大東市教育委員会 1973年  『大東市史』
大東市教育委員会 1987年  『寺川・北条遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 1集

大東市教育委員会 1989年  『大東市埋蔵文化財発掘調査概報』大東市埋蔵文化財調査報告第 3集

大東市教育委員会 1990年  『城ヶ谷遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 6集

大東市教育委員会 1997年  『中垣内遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 11集

大東市教育委員会 1997年  『寺川遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 13集

大東市教育委員会 1998年  『メノコ遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 14集

大東市教育委員会 1999年  『御領遺跡』大東市埋蔵文化財調査報告第 15集

大東市教育委員会 2000年 『西諸福遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 17集

大東市教育委員会 2002年  『旧平野屋新田会所屋敷と建物』大東市文化財調査報告書
大東市教育委員会 2004年 『元粉遺跡 I』 大東市埋蔵文化財調査報告第 19集

大東市教育委員会 2004年 『中垣内遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 20集

大東市北新町遺跡調査会 1986年  『北新町遺跡第 1次発掘調査概要報告書』
大東市北新町遺跡調査会 1991年  『北新町遺跡第 2次発掘調査概要報告書』
大東市北新町遺跡調査会 1997年  『北新町遺跡第 3次発掘調査概要報告書』
大阪府教育委員会 1993・ 1994年  『堂山古墳群』大阪府文化財調査報告書第四五輯
中進健- 1995年  「大東市・北条西遺跡 (93・ 1次調査)」 『まんだ』第五十六号
黒田淳 1988年  「大東市 “宮谷古墳群の調査"」 『まんだ』第三十五号
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中垣内遺跡

若宮遺跡

若宮東遺跡

中垣内東遺跡

元粉遺跡

鍋田川遺跡

大谷古墳群

城の越上の段古墳

城の越古墳

10

11

12

13

14

15

16

17
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20
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Z
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26

27

大谷神社古墳

寺川古墳群

十林寺古墳

寺川遺跡

大地蔵古墳

瓦堂遺跡

市水道寺川配水場古墳

堂山下古墳

堂山上遺跡

堂山古墳群1～8号墳

峯垣内遺跡

福蓮寺遺跡

福蓮寺古墳

野崎条里遺跡

メノコ遺跡

寺川浜遺跡

東高野街道

古堤街道

第4図 周辺遺跡分布図 (S=1/10000)
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第 3章 調査成果

第 1節 基本層序
今回の調査では8面の遺構面を層位的に確認した。基本的な層序については以下の通りである。

第 I層 機械掘削の対象とした層で盛上、旧耕土、床土である。層厚は順にそれぞれ約 1.5m、 約 0.lm、

0.05mを測る。

第Ⅱ層 灰オリーブ(5Y6/2)砂質シルト。層厚は約 01～ 0.2mを 測る。第 1遺構面のベース層になる。

第Ⅲ層 灰オリーブ(5Y5/2)砂質シルト。層厚は約 0.1～ 0.2mを 測る。第 2遺構面のベース層になる。

第Ⅳ層 灰オリーブ(5Y5/3)砂質シルト。層厚は約 0.1～ 0。2mを測る。第 3遺構面のベース層になる。

第V層 灰オリーブ(5Y4/2)砂質シルト。層厚は約 0.1～ 0.25mを測る。第4遺構面のベース層になる。

第Ⅵ層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)砂 質シルト。層厚は約 0.1～ 0.25mを測る。第 5遺構面のベース層
になる。

第Ⅶ層 オリーブ黒色 (10Y3/1)砂質シルト。層厚は約 0.2～ 0.3mを測る。第 6遺構面のベース層

になる。

第Ⅷ層 オリーブ黒色 (10Y3/2)砂質シルト。層厚は約 0.2～ 0.25mを 測るb第 7遺構面のベース層

になる。

第Ⅸ層 暗青灰色 (5BG3/1)シ ルト。層厚は約 0.2～ 0.5mを測る。第 8遺構面のベース層になる。

考古学で言う地山層である。

第X層 暗緑灰色 (10GY4/1)シ ルト。層厚は約 0.2mを 測る。第 8遺構面のベース層になる。考古

学でいう地山層である。

第�層 オリーブ黒色(75Y3/1)シ ルト。層厚は約 0.2～ 0,3mを 測る。第 8遺構面のベース層になる。

考古学でいう地山層である。

第�層 灰色 (5Y4/1)シルト。層厚は約 0.2～ 0.3mを測る。第 8遺構面のベース層になる。考古学
で言う地山層である。

第XⅢ層 オリーブ黒色 (5Y4/3)シ ルト。層厚は確認し得なかった。第 8遺構面のベース層になる。

考古学でいう地山層である。

第 2節 第 1遺構面
基本層序第I層をベース面として、調査区全面にかけてほぼ南北に走る溝群を検出した。耕作に伴

う溝と思われ、いわゆる鋤溝であると考えられる。時期的に近～現代に比定できるものであったこと

から、検出状況を写真記録するにとどめた。ちなみに標高はT.P.+5.3m前後を測る。
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北壁断面図 (1～22層 )

1 灰オリープ砂質シルト 05～ 2mmの礫5%
2 灰オリープ砂質シルト 05～2mmの礫 10%
3 灰オリーブ砂質シルト 05～2mmの礫 15%
4 灰オリープ砂質シルト 05～ 2mmの礫20%
5 オリープ黒色砂質ンルト05～加 の礫20%(75Y3/1)
6 オリーブ黒色砂質ンルト05～2mmの礫 10%(10Y3/1)
7 オリープ黒色砂質シルト05～2mmの礫 10%(10Y3/2)
8 オリーブ黒色砂質シルト05～2mmの礫 15%(75Y3/1)
9 オリープ黒色砂質シルト05～2mmの礫7%(75Y3/1)
10 黒色粘土質シルト05～2mmの礫20%(5Y2/1)
■ 灰オリーブ砂 細砂主体 (5Y4/2)
12 灰色砂 細砂60%粗砂20%シルト20%(5Y4/1)粘性弱
13 灰色砂 細砂50%粗砂罰%(5Y4/1)粘性無
14 灰色砂 05～2mmの礫30%粗砂50%(5Y4/1)粘性無
15 オリーブ黒色シルト シルト主体 175Y3/1)
16 オリープ黒色砂質シルト05～2mmの 礫5%(75Y71)
17 灰色砂 05～2mmの礫20% 細砂400/O 粗砂30%(5Y4/1)粘性無
18 灰色シルト シルト主体 粘性弱
19 暗緑灰色シルト シルト主体
20 暗青灰色シルト シルト主体
21 暗緑灰色シルト 05～ 2mm礫20%
22 オリーブ黒色シルト
a オリーブ責色砂質シルト
b 灰色砂質シルト05～2mmの礫2%(75Y5/1)
●1灰色砂質シルト05～2mmの礫20/O炭 化物2%(75Y5/1)
o2灰色砂質シルト05～21nmの礫5%(75Y6/1)
●3灰色砂質シルト05～2mmの礫Wる (75Y5/1)
}1・dワ 灰色砂質シルト05～2mmの礫 10%(75Y4/1)粘性有
El灰 色砂質ンルト05～2mmの礫10%(75Y4/1)粘性強
F 黒色シルト質砂05～2mmの礫1%

東壁断面図 (23～ 43層 )

23 浅黄色砂
Z 灰オリーブシルト
25 オリーブ黒色シルト質砂05～2mmの礫5%
26 灰オリーブシルト質砂
27 オリーブ黒色ンルト質砂05～2mmの礫3%
28 灰色シルト質砂
29 灰色砂05～2mmの礫30%粗砂主体
30 オリーブ黄砂
31 灰色砂05～2mmの 礫40%粗砂主体
32 黒色粘±05～2mmの礫15%
33 黒色粘±05～2mmの礫10%
34 黒色シルト
35 灰色砂 粗砂主体
36 青灰色シルト
87 灰色砂礫
38 オリーブ黒色砂質シルト05～2mmの礫2%
39 オリーブ黒色砂質シルト05～2mmの礫 10%
40 黒色砂質シルト
41 オリーブ灰色シルト シルト主体
42 黒色粘±05～2mmの礫2%
43 オリーブ灰色ンルト05～2mmの礫20%
E2黒色砂質シルト

第6図 調査区東壁断面図

第7図 調査区北壁断面図
-9-10-
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第 3節 第 2遺構面

基本層序第Ⅲ層をベース面として、溝を検出している。標高は T.P,+5,2m前後を測る。

1.溝

SD-201

調査区の西側で検出した。規模は幅約 0.2m、 深さ約 0.07mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質シル

トである。遺物は土師器片、陶器片が出上している。

SD-202

調査区の北東側で検出した。規模は幅約 0.3m、 深さ約 0.02mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質シ

ルトである。遺物は出上していない。

SD-203

調査区の北東側で検出した。規模は幅約 02m、 深さ約 0,03mを測る。埋土は 1層で灰色砂質シ

ルトである。遺物は出上していない。

SD-204

調査区の北側ほぼ中央で検出した。規模は幅約 0,15m、 深 さ約 0.02mを 測る。埋土は 1層で灰

色砂質シル トである。遺物は出上 していない。
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第9図 第2遺構面全体図
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第 4節 第 3遺構面
基本層序第Ⅳ層をベース面として、溝、不明遺構を検出している。標高はT.P.+5。 lm前後を測る。

1.溝

SD-301
A

調査区の西側隅で検出した。規模は幅約 0.7m、深さ約0.16 -

mを測る。埋土は 2層で灰色砂質シル ト、やや暗く、シル      1灰 色砂質シルト21と ほぼ同じ (やや暗 く、シル ト質強い)

卜質の強い灰色砂質シルトである。遺物は土師器片、須恵   9      1m

器片、瓦器片が出上している。

第10図 SD-301断面図SD-302

調査区の西側で検出した。規模は幅約 015m、深さ約 0.02

土 [撃Rと

'iは

1層で灰色砂質シル トである。遺物は出  _ゴ幾焔轟∈∈ゑゑ轟×厩か髯乱
1灰色砂質ンルト

SD-303
0            1m

調査区の南側中央付近で検出した。規模は幅約 0.3m、         _
深さ約 0.04mを測る。埋土は 1層で灰色砂質シルトである。

第11図 SX-301断面図
遺物は弥生土器片、土師器片が出土している。

SD-304

調査区の南東部で検出した。 SX-301に切られる。規模は幅約 0.25m、 深さ約 0.04mを 測る。

埋土は 1層で灰色砂質シルトである。遺物は出土していない。

2 不明遺構

SX-301

調査区の南東部で検出した溝状の不定形を呈するものである。規模は幅約 0.9～ 1,4m、 深さ約 0.1

mを測る。埋土は 1層で灰色砂質シルトである。遺物は弥生土器片、土師器片が出土している。

十  _  |       |
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第 12図 第3遺構面全体図
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第 5節 第 4遺構面
基本層序第V層をベース面として、溝、ピットを検出している。標高はT.P.+5.Om前後を測る。

1.溝

SD-401

調査区の南西側で検出した。規模は幅約 0,35m、 深さ約 0.09mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質

シルトである。遺物は土師器片が出上している。

SD-402

調査区の西偵1で検出した。規模は幅約 0,15m、 深さ約 0.03mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質シ

ルトである。遺物は出上していない。

SD-403

調査区の北西側で検出した。規模は幅約 0,25m、 深さ約 0,02mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質

シルトである。遺物は弥生土器片、土師器片が出上している。

SD-404

調査区の北西側で検出した。規模は幅約 0.2m、 深さ約 0.02mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質シ

ルトである。遺物は出上していない。

SD-405

調査区の北東側で検出した。規模は幅約 0。 15m、 深さ約 0.03mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質

シルトである。遺物は出上していない。

2.ピ ット

SP-401

調査区の北西側で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0.4m、 深さ約 0.13mを 測る。

坦土は2層で掘方部が灰白色砂質シル ト、柱痕部が灰色砂質シル トである。遺物は出上していない。

SP-402

調査区の中央で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0.25m、 深さ約 0.12mを 測る。

埋土は 1層で灰色砂質シルトである。遺物は出上していない。

SP-403

調査区の中央で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0.4m、 深さ約 0.13mを 測る。埋

土は 1層で灰色砂質シルトである。遺物は出上していない。
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第13図 第4遺構面全体図
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第 6節 第 5遺構面

基本層序第Ⅵ層をベース面として、土坑、ピット、不明遺構を検出している。標高はT.P+4.9m

前後を測る。

l.土坑

SK-501

調査区の南東側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.17

mを測る。埋土は 2層でオリーブ黒色シルト質粘土、黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片、

木片が出上している。

SK-502

調査区の南東側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.05

mを測る。埋土は 2層でオリーブ黒色シル ト質粘土、黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片

が出上している。

SK-503

調査区の南東側で検出した。 SP-504に切られる。形態はほぼ楕円形を呈するものと思われ、

規模は長径約 0.7m、短径約 0.45m、深さ約 0.07mを測る。埋土は 2層でオリーブ黒色シルト質粘土、

黒色シルト質砂である。遺物は出上していない。

2.ピ ット

SP-501

調査区の北東狽↓で検出した。形態は若干不定形なものであるが、ほぼ円形を呈し、規模は径約 0.35

m、深さ約 0.05mを測る。埋土は1層でオリーブ黒色砂質シルトである。遺物は出土していない。

SP-502

調査区の北東側で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0.2m、 深さ約 0.13mを 測る。

埋土は 1層でオリーブ黒色砂質シル トである。遺物は弥生土器片が出土している。

十  _  |       |

Y=-32640

帥    群

|

X=-143500
|       |

X=-143505                      X=-143510

第 14図 第5遺構画全体図
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___A    A TP

(ゴ
500m

lオリーブ黒色ンルト質 粘土
2黒色シルト質 砂

0                1m                0                1m                0               1m

第15図 SK-501断面図    第16図 SK-502断面図    第17図 SK-503断面図

+5∞m

l灰色砂質ンルト
2黒色砂質ンルト

0                                2m

第18図  SX-501断面図

SP-503

調査区の北東側で検出した。形態はほぼ円形を呈 し、規模は径約 0.2m、 深 さ約 0.04mを測る。

埋土は 1層でオリーブ黒色砂質シル トである。遺物は出土 していない。

SP-504

調査区の南東側で検出した。 SK-503を切る。形態は若千楕円形を呈 し、規模は長径約 0.4m、

短径約 0,3m、 深 さ約 0,04mを測る。埋土は 1層でオリーブ黒色シル ト質粘土である。遺物は石片、

桃の種が出上 している。

SP-505

調査区の南東側で検出した。形態はほぼ円形を呈 し、規模は径約 0.2m、 深 さ約 0,03mを 測る。

埋土は 1層でオ リーブ黒色シル ト質粘上である。遺物は出土 していない。

3.不明遺構

SX-501

調査区の北側の大半で検出した。形態は不定形な土坑状に底面で溝状の段差を残すものである。

規模は東西で約 3.Om前後を測 り、深 さは約 0.lmを 測る。埋土は 2層で灰色砂質シル ト、黒色砂

質シル トである。遺物は弥生土器片、木片、石片が出上している。

SX-502

調査区の西側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.lm

を測る。埋土は 1層でオリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片、石片が出上している。

SX-503

調査区の南西側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.07

mを測る。埋土は 1層でオリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片、サヌカイ ト片が出

上している。

-16-



第 7節 第 6遺構面

基本層序第Ⅶ層をベース面として、溝、土坑、ピット、不明遺構を検出している。標高は T.P.+4.8

m前後を測る。

1.溝

SD-601

調査区中央で検出した。 SK-602に 切られる。規模は幅約 0.4～ 0.65m、 深さ約 0.1～ 0.15

mを測る。埋土は 2層で黒色砂質シル ト、オリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片が

出土している。

2.土坑

SK-601

調査区のほぼ中央で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約 ■4m、 短径約 1.Om、 深さ

約 0.07mを 測る。埋土は 2層で黒色シル ト質砂、オリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土

器片が出上している。

SK-602

SK-601の南側で検出した。SD-601を 切る。形態は楕円形を呈し、規模は長径約 1.lm、短径約 0.8

m、 深さ約 0,2mを 測る。埋土は 3層で黒色砂質シル ト、黒色シル ト、オリーブ黒色シルト質砂で

ある。遺物は弥生土器片が出土している。

SK-603｀

調査区の南側で検出した。試掘坑に切 られる。形態・規模は明らかでないが、深 さは約 0。15m

を測る。埋土は 2層でオリーブ黒色シル ト質砂、灰オリーブ砂である。遺物は弥生土器片が出土

―

Y=-32640

Y=-32645

|

X=-14350Э
|       |

X=-143505                      X=-143510

第19図 第6遺構面全体図
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___A AI TP
+500m

1黒色砂質ンルト
2オリーブ黒色ンルト質砂

0            1m

第20図 SD-601断面図 (1)

A

____B           B TP
+500m

Ⅷ
l黒色砂質シルト
2オリーブ黒色シルト質砂
0            1m

第21図  SD-601断面図 (2)

A       T P

+5110m

l暗オリーブ灰色シルト質砂

第27図  SP-601断面[コ

A'TP
+51111m

S
SKる01
1黒色シルト質 砂l黒色砂質シルト
2オリーブ黒色シルト質 砂2黒色シルト 0            1m

3オリーブ黒色シッロ質 砂

A'TP

S【602           SK-601      +5110m

第22図  SK-601・ 602断面図

1オリーブ黒色シルト質砂
2暗オリーブ灰色砂

Ｗ一的
輪

Ⅷ

1オリーブ黒色シルト質砂
2灰オリーブ砂 1オリープ黒色シルト質砂

0            1m

第25口] SK-605断面図

1

m

第23図  SK-603断面図 第24図  SK-604断面図

A'TP
+5∞m

1オリーブ黒色シルト質砂 (05～ 2mmの礫5%、 褐色粗砂30%)
2オリーブ黒色シルト質砂 (褐色粗砂10%)

第26図  SK-606断面図

1黒色シルト質砂
2オリーブ黒色シルト質砂

第28図  SX-601断面図
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第29図 SD-601・ SK-606遺物出土状況図

している。

SK-604

SK-603の東側で検出した。形態・規模は調査区外

に広がるため明らかでないが、深さは約 0.2mを測る。

埋土は 2層でオリーブ黒色シル ト質砂、暗オリーブ灰

色砂である。遺物は弥生土器片が出土している。
第30図 SK-605遺物出土状況図

SK-605

調査区の西側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.15

mを測る。埋土は 1層でオリーブ黒色シルト質砂である。遺物は比較的まとまって出上しており、

弥生土器片、土製円板、石製品などが出土している。

SK-606

調査区の南西側で検出した。 S D 601に切られる。形態はほぼ楕円形を呈するものと思われ、

規模は長径約 1.3m、 短径約 0。9m、 深さ約 0.13mを測る。埋土は 2層で 0.5～ 2mmの礫を含む褐

色粗砂混オリーブ黒色シル ト質砂、褐色粗砂混オリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は比較的ま

とまって出土しており、弥生土器片、石製品、サヌカイト片などが出土している。

ピット

SP-601

調査区北西側で検出した。 SX-601に 切られる。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0.5m、 深

さ約 0.2mを 測る。埋土は 1層で暗オリーブ灰色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片が出土して

いる。

不明遺構

SX-601

調査区北側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.lmを

測る。埋土は 2層で黒色シル ト質砂、オリーブ黒色シル ト質砂である。遺物は弥生土器片が出土

している。

蔦
い
沙φげ颯

毎潔
蘭嶋

一

0                 1m

-19-



―
Ⅷ

ザ(s

51(S‐ 1/4)

｀

ゝ
、
、

53(S‐ 1/4)

第31図 SD-601、 SK-602・ 603・ 604出土遺物
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第32図  SK-605出上遺物
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SK-606、 SX-601出土遺物
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第 8節 第 7遺構面
基本層序第Ⅷ層をベース面として、大溝を検出している。標高は■P,+47m前後を測る。

1.大溝

SD-701

調査区のほぼ全域にかけて検出した。規模は幅約 3.5m、 深さ約 0.65mを測る。埋土は大きく4

層に分類でき、1層はオリーブ黒色シルト質砂、黒色シルト質砂、第 2層は黒色粘土質シルト、第

3層は灰オリーブ砂、オリーブ黒色砂、浅責色砂、第 4-層は黒色シルト質砂、第 5層は灰色砂である。

遺物は大量に出上しており、1弥生土器を中心に石製品、木製品、サヌカイト片などが出土するほか、

特に第 2層では自然本が集中して出土する状況であつた。

1 オリープ黒色ン,1/1質砂 α5-2mmの礫%    つ 灰色砂 15Y4/1)
2 黒色シルト質砂 α5γ2岬のB596 粘性弱    10 オリ‐ブ黒色シルト質砂 35mm～の礫2096
3 黒色粘土質ンルト                ■ オリーチ黒色シルト質砂 05mmィの礫1596
4 灰オリープ砂(5Y4/2)             12 浅黄色砂15Y6/4)
う オリーブ黒色砂                 13 黒色ンルト質砂 α5～ 2m�の4296
6 浅黄色砂―15Y7/3)               14 沖,―プ灰色シ淋
7 黒●シルト質砂

―
呻～2m申の礫1596 雅性溺   15 灰色砂175Y4/1)

8 黒色ンルト質砂 05mm～の礫1096 ■とt嵐1鋼じ   16 灰オリーブ砂(75Y4/2)

第部図 SD-701、 SD-801他断面図

一

了‐-32640

17 夙テリープシルト

18 尿か,―プ砂質シルト
19 黒色シルト質砂 05-2mmの線  粘性有
20 黒色シルト 015-2mmの 渫務
21 灰色砂(10Y4/1)
″ 黒色シ,琳質砂 05-2mmの礫1こ% 粘性有
23 黒色シルト質砂 l15-2mmの礫電%

0                      5m

X=-143506 
七Ξ〓冨コ■冨三百ェ冨三百菖西冨ここ冨E百百

=J

I       I
第35図 第7遺構面全体図

X=-14351X9

|
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第36図 SD-701遺物、自然木等出土状況図
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第37図 SD-701出土遺物 (1)

-25-



■2                   113

120(S‐ 1/4)

SD-701出土遺物 (2)

-26-

118(S‐ 1/4)

第38図



卜ヽゃ 一

ヽヽ
、

田

―――

――‐

Ｗ

ＩＩＩ

Ｖ

0                            10cm

第39図 SD-701出土遺物 (3)
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第40図 SD-701出土遺物 (4)
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第41図 SD-701出土遺物 (5)

140(S‐ 1/4)

＼器
幸

ー 離

149

-29-



鬱
159

172(S=1/4)

175(S=1/4)

「
   n177

―◇:〒⑬

‐８‐

0                           10cm

SD-701出土遺物 (6)
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第43図 SD-701出土遺物 (7)
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第44図 SD-701出土遺物 (8)
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第45図 SD-701出土遺物 (9)
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第46図 SD-701出土遺物 (10)
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第47図 SD-701出土遺物 (11)
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第48図 SD-701出土遺物 (12)
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第 9節 第 8遺構面

基本層序第Ⅸ～XⅢ層をベース面として、溝、土坑、ピット、不明遺構を検出している。標高は北

東部で T.P.+4.6m前後、南西部で T.P.+42m前後を測る

1.溝

SD-801

調査区の西側で検出した。規模は幅約 ■35m、 深さ約 0.3mを測る。埋土は 5層で黒色シル ト、

灰色砂、黒色シル ト質砂が主体をなす。遺物は比較的まとまって出上しており、弥生土器片、土

製円板、石製品、木片などが出上している。          
イ

SD-802

調査区の南東側で検出した。 SX-801に切られる。規模は幅約 0。7m、 深さ約 0.05mを 測る。

埋土は 1層で黒色粘上である。遺物は弥生土器片が出土している。

SD-803

調査区の北東から南西側にかけて検出した。規模は幅約 0.4m、 深さ約 0.2mを測る。埋土は 1

層でオリーブ黒色シルト質砂である。遺物は出土していない。

2.土坑

SK-801

調査区の南東部で検出した。形態・規模は試掘坑に切られているため明らかでないが、深さは

約 0,15mを 測る。埋土は 3層で黒色シル ト質砂、黒色砂質シル ト、暗オリーブ灰色砂である。遺

物は弥生土器片が出上している。

一

|

X‐ -14350Э

|

X=-143505

第49図 第3遺構画全体図

一 ギ
″
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型
■430m

第52図 SKi301断面図

l               群

第50図 SD-802断面図    1第51図 SD-803断面図

___A     型
■4 3Clm

1 か,―プ黒色粘土

:割講場追砂l 黒色ンルト寮砂

lm

第53図 SK■302断面図

SK-802

調査区の西側ほぼ中央隅で検出した。SD‐801に切られる。形態 ,規模は調査区外に広がるた

め明らかでなヤヽが、深さは約 0.lm.を測る。埋土は1層で黒色シルト質砂である。遺物は出上して

いない。

3. ピツト

SP-801

調査区の南西側で検出した。S D i801に切られる。形態はほtr円
―
形を呈|するものと思われ、規

模は径約 0.35 mⅢ 深き約0;15mを 測る。埋土は3層でオリーブ黒色粘上、黒色粘上、オリーブ灰

色砂である。遺物は出土していない。

4.本明遺構

S X 8Cll

調査区の東側で検出した。形態・規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0.45

,mを測る。埋土は概|ね 6.層程度で灰―色砂～砂礫t青灰～黒色シルトが主体をなしている。遺物は

出土していない。

S XI-802

調査区の南西側で検出.した。SD-803を切る。形態 。規模は調査区外に広がる.ため明らかでな

いがヽ深さは約 01l mを測る。埋土は1層で緑黒色シルトである。遺物は出上していない。

第54・図 SP-801断面図

___A           tt              A        型
_ ■4301430m      

駆

30m

l 黒色粘±                  1 却ジ_ブ黒色シルト質砂
―
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第 4章 まとめ

今回の調査は中垣内遺跡における第 14次調査であり、調査面積は狭小ながらも中垣内遺跡の様相

を明らかにするうえで一定の調査成果を得ることができた。以下、今回の調査成果について概括 し、

まとめとしたい。

1.第 1～ 4遺構面にかけては所謂、鋤溝を中心に検出している。第3遺構面では瓦器等の遺物が出土し、

また第 4遺構面では若干であるが黒色土器の出土が見受けられることから、概ね平安時代以降は耕

作地であったものと考えられる。

中垣内遺跡では、弥生集落廃絶後に耕作地として今日に至る様相を示しており、その状況を追認す

るものであった。また、既往の調査では古墳時代の水田跡を確認する事例が多 く見られるが、今回

の調査では古墳時代に関連する遺構、遺物等は見受けられなかった。

2.第 5遺構面では土坑、ピット等を検出しているが、性格を明確に出来るものではなく、また少量

の弥生土器片のみが出土する状況であった。調査面積が僅かであるため推定にならざるをえないが、

中垣内遺跡における弥生集落廃絶過程の最終段階の様相を示している状況と思われる。

3.第 6遺構面では溝、土坑等、第 7遺構面では大溝を検出し、遺物も比較的まとまって出上している。

弥生前期の上器や中期前半の土器を多く混入する状況であるが、概ね弥生時代中期中頃から後半

に比定されるもので、今回の調査では層位的に 2面を確認した状況にある。

中期中頃から後半にかけての明確な集落跡としては、今回調査地のほぼ真西約 130m地点にお

ける平成 4年の調査 (NGT92-1)で 確認されているが、第 7遺構面で検出した大溝 (SD一

701)が 環濠的性格としての可能性があるならば、第 7遺構面で示された集落域が第 6遺構面に

おいてさらに東方に広がる様相を層位的に示されていると言えよう。

4.第 8遺構面では溝、土坑等を検出し、その出土遺物から弥生時代前期から中期前半にかけての遺

構面と考えられる。中期同様に前期集落についても平成 4年の調査 (NGT92-1)で 確認され

ている他、今回調査地の南西 50m地点における昭和 63年の調査 (NGT88-3、 NGTⅣ )に

おいても確認されており、さらに東方にむけて前期集落の広がりを確認することができた。

また、今回の調査では中期前半の遺構 (SD-801)も 確認でき、遺物についてもその他の遺

構での混入品も含めかなり目立つものであった。中垣内遺跡の弥生集落のなかで、中期前半の集落

についての様相は明確でなく、昭和 62年の調査 (NGT87-1、 NGTI)で の中期前半の壼

棺の出土など、集落の存在を窺わせるような遺物だけが分散して出土する状況が窺えるものである。

今回、遺構を確認できた成果は大きいが、その具体的な様相については今後の調査に期待したい。
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附載 中垣内遺跡出土木製品および自然木の樹種同定

(財)元興寺文化財研究所

木 沢 直 子

中垣内遺跡より出土した木製品および自然木について樹種同定を行った結果を以下のとおり報告す

る。

1.試料

hl 高杯    血 2 鍬

上記 2′点のほかに、自然木 (非加工材)60′点についてサンプリングを行なった。各試料の樹種につ

いては別表 1に も記載した。

2.樹種同定の方法

樹種同定に必要な木口面 (横断面)、 板目面 (接線断面 )、 柾 目面 (放射断面)の 3断面の切片を安

全カミソリを用いて作製し、サフラニンで染色後、水分をエチルアルコール、n― ブチルアルコール、

キシレンに順次置換 した。その後、非水溶性封入剤を用いて永久プレパラートを作製し、光学顕微鏡

で観察した。樹木分類および植生分布は F原色日本植物図鑑木本編』 (I)(I)に従った。

3.同定結果

樹種が判明した試料のうち 25点の木材組織顕微鏡写真を示 した。以下に樹種同定結果とその根拠

となる木材組織の特徴について記す。なお、サンプリングを行なった自然木は木材組織の劣化が顕者

なために樹種識別が困難であつた試料も多 く含まれていた。これらについては識別が可能な範囲で同

定を行い、その結果を記した。同定は木沢直子 ((財)元興寺文化財研究所)が行なった。

※ 樹木の性質、材の用途、出土事例等については後記の文献を参考とした。

※ *印は後頁に顕微鏡写真を掲載した試料を示サ。

1).木製品の樹種同定

hl 高杯 (*)

クワ属 M財口sL.

(く わ科 Moraceae)

直径約 220 μ mの管孔が単独ないし2～ 3個複合し、1～ 5列で孔圏を形成する環孔材。孔圏外に

おいて小道管は 2～ 6個が斜線状、接線状に複合して散在する。小道管内壁にラセン肥厚が見られる。

道管は単穿孔を有し、周囲状柔細胞が発達している。放射組織は異性で 1～ 6細胞列。柾 目面におい

て平伏細胞と直立細胞が見られる。

分布 :温帯から亜熱帯 :北海道・本州・四国・九州

樹形 :落葉高木または低木。樹高 12m、 胸高直径 60cmに達する
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用途 :床柱、床板、家具、器具、楽器、彫刻 等

出土事例 :参J物 (槽、盤)、 編み具・紡織具 (木錘、緯打具)、 農具 (臼)等

h2鍬 (*)

アカガシ亜属 Ottπys L.Subgeno Cycloわ め 叩誌 Oerst.

(ぶな科 Fagaceae)

広葉樹、放射孔材。直径約 220 μ mの管孔が単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔で道管放射

組織間壁孔は大型の柵状を呈する。放射組織は概ね平伏細胞よりなる同性で、単列放射組織と広放射

組織を有する。

分布 :本州 (宮城県、新潟県以南)。 四国 。九州

樹形 :常緑高木。樹高 20m、 胸高直径 70cmに達する

用途 :器具、農具、家具、土木、建築材、新炭 等

出土事例 :建築部材、農具、工具、炭化材 (燃料材)等

2)自 然本の樹種同定

カヤ Torre」/2狙口鍵 ra Sieb.et Zucc.

(いちい科 Taxaceae)

自然木 8(*)

仮道管と放射柔細胞からなる針葉樹。樹脂細胞、水平樹脂道、垂直樹脂道は無い。早材から晩材ヘ

の移行が緩やかで晩材の幅は狭い。分野壁孔は小形のヒノキ型で 1分野に4個見られる。放射組織は

単列で 2～ 8細胞高。仮道管の内壁に二重のラセン肥厚が見られる。

分布 :本州 (宮城県以南)、 四回、九州

樹形 :山林に散生する常緑高木。樹高 25m、 胸高直径 2mに達する

用途 :建築、彫刻、碁盤、将棋盤 等

出土事例 :建築部材、工具柄、木簡、漁携具 (網枠)、 弓 等

アカガシ亜属 Q口ercus L.Subgen.odο ttψ Srs Oerst.

(ぶな科 Fagaceac)

自然木 11(*)   自然木 33   自然木 34(*)

広葉樹、放射孔材。自然木 11は直径約 110 μ mの管孔が単独で放射方向に配列する。自然木 33と

34は劣化による木材組織の収縮が著しかったが直径 80 μ mの管孔が放射方向に配列する状態を確認

することができる。道管は単穿孔で、道管放射組織間壁孔は大型のlth状 を呈する。放射組織は概ね平

伏細胞よりなる同性で、単列および広放射組織を有する。



シイ属 働舵加ωЫs Spach

(ぶな科 Fagaceae)

自然木 10(*)

広葉樹、環孔性の放射孔材。直径 120 μ mの管孔が孔圏部の接線方向に不連続に配列し、漸次径を

減じて放射方向に集団をなす。晩材部では小型で薄壁の角張った小道管が集団をなし、火炎状に配列

する。道管は単穿了しを有する。放射組織は平伏細胞よりなる同性で単列放射組織が見られる。シイ属

はスダジイとッブラジイに分けられる。木材組織的な特徴においてツブラジイの識別は可能であるが

自然木 10は木材組織の収縮が著しく識別が困難であった。

ツブラジイ Ca琵加∽誌 cuttidaヵ Schottky

分布 :本州 (関東以西)。 四回 。九州・沖縄

樹形 :常緑高木。樹高 25m、 径 1.5mに 達する

スダジイ  G2説釦ops's cyttidatt Schottky varo Siebold�  Nakai

分布 :暖帯 :本州 (福島県、新潟県佐渡以南)。 四国 。九州・沖縄

樹形 :常緑高木

用途 :薪炭、建築、器具、家具、船舶 等

シイ属の出土事例 :建築部材 (柱材、梯子)、 農具柄 等

ぶな科 Fagaceae

自然木 4

広葉樹、環子Ltt。 劣化による木材組織の収縮が著しい。直径 100 μ m～ 150 μ mの管孔が年輪の

始めに単列配列し、晩材では急激に直径が減じる。道管は単穿孔。放射組織は平伏細胞よりなる同性

で単列放射組織と広放射組織を有する。孔圏外における小道管の配列が不明瞭であるため樹種の識別

は困難であった。

分布 :温帯から亜熱帯

樹形 :落葉または常緑高木、まれに低木

エノキ CeFtts ShenЫ s Persoon

(にれ科 Ulmaceae)

自然木 18(*)自然木 22   自然木 24   自然木 26   自然木 27(*)

自然木 28(*)自然木 30(*)自然木 35-1  自然木 35-2  自然木 36

自然木 37   自然木 38(*)自然木 39   自然木 42   自然木 43

自然木 44    自然木 48    自然木 58    自然木 59    自然木 60

広葉樹、環孔材。いずれの試料も直径 150～ 200 μ mの管孔が孔圏部で多列配列する。孔圏外の小

道管は斜線状、接線状に集合する。道管は単穿孔で、小道管にはラセン肥厚が見られる。放射組織は

1～ 2細胞列と7～ 9細胞列が多く、幅の広い放射組織内には鞘細胞がある。
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分布 :本州 (青森県の日本海岸まであるが福島県、新潟県以内に普通)・ 四国・九州

樹形 :落葉高木。樹高 20m、 胸高直径 ■2m

用途 :建築、器具、家具、薪炭、ケヤキの模擬材として用いられる

出土事例 :柱材、土木材、llj物 (容器)等

コクサギ O�atttοn,ca Thunberg

(みかん科 Rutaceae)

自然木 17(*)自 然木 29(*)自 然木 31(*)自 然木 32

広葉樹、紋様孔材。いずれの試料も直径 30～ 40 μ mの管孔が集団をなして斜線状、あるいはX字

状に配列する。道管は単穿孔。放射組織はほぼ同性で 1～ 2細胞列である。

分布 :本州、四国、九州

樹形 :山野の林下に普通な落葉低木

用途 :特になし

出土事例 :土木材 (杭材 )、 自然木 (非加工材 )

ウルシ属 Rh口δL.

(う るし科 Anacardiaceae)

自然木 12(*)  自然木 25(*)

広葉樹、環孔材。いずれの試料も直径 200 μ mの管孔が単列～ 2、 3列複合して配列し、孔圏外に向かっ

て徐々に径を減じる。自然木 12は特に年輪幅が狭く、自然木 25は劣化による放射方向への収縮が顕

著である。了し圏外では小道管が単列～ 4、 5列複合して分布する。比 25にはピスフレックが見られる。

道管は単穿了しを有し、内腔ではチロースが顕者である。小道管にはラセン肥厚が見られる。放射組織

は異性で 1～ 2細胞列が多く、時に4列見られる。

分布 :北海道、本州、四国、九州

樹形 :落葉または常緑高木

用途 :建築材、器具材 等
出土事例 :土木材 (杭材)、 建築部材、祭祀具、自然木 (非加工材)等

モチノキ属 コθχ L.

(も ちのき科 Aquifoliaceae)

自然木 41(*)

広葉樹、散孔材。試料は劣化により木材組織が収縮している。直径 20～ 30 μ mの管孔が単独ない

し1～ 5列で放射方向に複合して配列する。道管は階段穿了しで、道管および木繊維にラセン肥厚が見

られる。放射組織は異性で 1～ 7細胞列。放射柔細胞に大型の結晶細胞が存在する。モチノキ属には
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タラヨウ、モチノキなどがある。試料の劣化による収縮のため樹種の識別は困難であった。

分布 :北海道、本州、四国、九州、沖縄

樹形 :常緑または低木

用途 :器具、建築、薪炭 等

出土事例 :木錘、雑具、井戸枠、土木材 (杭材 )、 板材、自然木 (非加工材 )

アオキ AucubaJψ伽
'Ca Thunb.

(みずき科 Cornaceae)

自然木 19(*)自 然木 45(*)自 然木 52 自然木 57

広葉樹、散子L材。いずれの試料も直径約 30 μ mの管孔が単独、ないし2～ 4個複合して分布する。

道管内壁にはラセン肥厚が見られる。道管は階段穿子しで、道管放射組織間壁子とは中型でやや楕円形の

ふるい状となる。放射組織は直立細胞と方形細胞からなる同性で 1～ 6細胞列となる。放射組織には

鞘細胞が見られる。

分布 :北海道、本州、四国、九州、沖縄

樹形 :林内に普通な常緑低木

用途 :箸、杖 等

出土事例 :自然木 (非加工材 )

ムラサキシキブ属 Cttlicarpa L.

(く まつづら科 Verbenaceae)

自然木 13(*) 自然木 14(*)

広葉樹、散孔材。直径約 50μ mの管孔が 2～ 3個、ときに 5佃、放射方向に複合する。道管は単

穿孔である。放射組織は異性で 1～ 3細胞列である。自然木 13に はピスフレックが見える。

分布 :北海道、本州、四国、九州、沖縄

樹形 :落葉低木

用途 :木釘 等

出土事例 :木釘、刀子柄、土木材 (杭材 )、 自然木 (非加工材)等

ニワトコ 働瓢わ口ctls ηcemosa L.subsp.Sieboldiana Hara

(すいかずら科 Caprifoliaceae)

自然木 7-2(*)自然木 9-1(*)自然木 9-2(*)

広葉樹、散孔材。直径 50～ 70μ mの管孔が 2～ 10個、放射状、斜線状、団塊状に不規則に複合する。

年輪の内境に沿って道管の分布数、直径はやや大きく、環孔材的傾向がある。道管は単穿孔。放射組

織は異性で 1～ 5細胞列であり、多くに鞘細胞が見られる。
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分布 :本州、四国、九州

樹形 :山野に普通な落葉低木

用途 :寄木、木象嵌 等

出土事例 :自然木 (非加工材 )

広葉樹

自然木 2

自然木 21

自然木 49

自然木 5   自然木 6

自然木 23   自然木 35-3

自然木 50   自然木 51

自然木 7-1

自然木 46

自然木 53

自然木 20

自然木 47

自然木 54

自然木55   自然木 56
これらはいずれも劣化の程度が著しく、同定は困難であつた。自然木 20は散孔材、自然木 23、 51、

55は環孔材である。

同定不可

自然木 3 自然木 15 自然木 16 自然木 40

4.考察

樹種同定の結果、針葉樹材 l種、広葉樹材 10種 (科は除く)を確認した。以下に、主な樹種と出

土事例との比較を行ない、中垣内遺跡より出土した木製品および自然木の樹種同定結果について考察

する。

尚 1高杯の用材であるクワ属は、建築部材 (柱材、梯子)、 土木材 (杭)等に用いられ、利用頻度

の高い有用材である。特に容器の用材としては多くの事例が確認されており、恩智遺跡 (弥生時代中

期)では未製品を含む11点の高杯片が出土し、これらはすべてヤマグワ
※であることが報告されている。

また山賀遺跡 (弥生時代前期)で もヤマグワ(ク ワ属)を用いた高杯 4点が確認されている。このように、

容器の用材としてクワ属を用いる事例は多く見られ、本遺跡より出土した高杯もこうした傾向に符合

する結果である。

自然木 (非加工材)では、サンプリングを行なった63点中に劣化が著しく樹種の識別が困難であっ

た試料が 21点含まれていた。これらを除く42点中最も数が多い樹種はエノキである。エノキは建築

部材や容器 (到物)等の用材としても利用されることが多い。また鬼虎川遺跡 (弥生時代中期)では

杭材が、瓜生堂遺跡 (弥生時代後期～庄内期)では抗材や柱材のほかに自然木が、宮ノ下遺跡 (弥生

時代)では自然木がそれぞれ出上している。次にアオキは八生堂遺跡では杭材および自然木が確認さ

れているほか、コクサギやニワトコ等も杭材や自然木としての出上が散見される。これらは製品とし

ての利用事例が少ない樹種である。モチノキ属は人生堂遺跡で杭材や板材と自然木が確認されている。

唯―の針葉樹材であったカヤは建築部材や弓、容器の用材としての出土事例が多く、古代には仏像の
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材としても用いられたことが知られている。鬼虎川遺跡や八生堂遺跡、宮の下遺跡では抗材や建築部

材、自然木の樹種としても確認されており、中垣内遺跡周辺にもカヤが植生していたと考えられる。

以上より、今回の樹種同定によって得られた自然木の樹種は、いずれもこれまでに河内平野の複数

の遺跡において確認されているという結果を得た。特に人生堂遺跡では抗材や板材など、加工の度合

いが少ない樹種と自然木の樹種とがともに確認されている傾向にあり、遺跡周辺の植生が反映された

結果と考えられる。今回のように出上自然木について樹種同定が行なわれる機会は少なく、今後こう

した調査結果が積み重ねられることにより、木製品の用材と植生との関連について検討するうえで有

効な資料となると考える。

※ クワ属にはヤマグワ、カラヤマグワ、ログワ等が含まれる。これらを木材組織の顕微鏡観察のみ
で識別することは困難な場合もあるため、本稿ではクワ属として記載した。
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「Ⅳ 山賀 (その 3)遺跡より出土した木製遺物の樹種について」『山賀 (その 3)

近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書』1979年

「樹種からみた集落環境と弥生木器生産―八生堂 99・ 01調査区における木製品 。

自然木の同定検討から一」『瓜生堂遺跡 卜 考察・分析・写真図版編 ―』 (財 )

大阪府文化財センター調査報告書題 106集 2004年

林昭三・島地謙・イ直田弥生  「Ⅳ 出土木製品の樹種 (第 4次 。5次)」 『鬼虎川遺跡調査概要 I』

遺物編 木製品」 (財)東大阪市文化財協会 1988年
パリノ・サーヴェイ株式会社 「6出土木製品の樹種」『宮ノ下遺跡第 1次発掘調査報告書』

第 1分冊 東大阪市教育委員会 。(財 )東大阪市文化財協会 1996年



試料h・ 遺物名 樹 種 備考

陥 1 高杯 クワ属 *

卜lo 2 卸( アカガシ亜属 *

自然木 2 広葉樹

自然木 3 同定不可

自然木 4 ぶな科

自然木 5 広葉樹

自然木 6 広葉樹

自然木 71 広葉樹

自然木 7-2 ニワトコ *

自然木 8 カ ヤ *

自然木 91 ニ ワ トコ *

自然木 9-2 ニワトコ *

自然木 10 シイ属 *

自然木 11 アカガシ亜属 *

自然木 12 ウルシ属 *

自然木 13 ムラサキシキブ属 *

自然木 14 ムラサキシキブ属 *

自然木 15 同定不可

自然木 16 同定不可

自然木 17 コクサギ *

自然木 18 エノキ *

自然木 19 アオキ *

自然木 20 広葉樹

自然木 21 広葉樹 (散孔材 )

自然木 22 エノキ

自然木 23 広葉樹 (環孔材 )

自″ヽラベ24 エノキ

自然木 25 ウルシ属 *

自然木 26 エノキ

自分ヽラト27 エノキ *

自然木 28 エノキ *

自然木 29 コクサギ *

自然木 30 エノキ *

試料h。 遺物名 樹 種 備考

自然木 31 コクサギ *

自″ヽラト32 コクサギ *

自然木 33 アカガシ亜属

自然木 34 アカガシ亜属 *

自然木 351 エノキ

自然木 35-2 エ ノキ

自然木 35-3 広葉樹

自然木 36 エノキ

自然木 37 エノキ

自然木 38 エノキ *

自然木 39 エノキ

自″ヽテヽ 40 同定不可

自然木 41 モチノキ属 *

自″ヽラト42 エノキ

自然木 43 エノキ

自然木 44 エノキ

自然木 45 アオキ *

自然木 46 広葉樹

自然木 47 広葉樹

自然木 48 エノキ

自身ラlk 49 広葉樹

自然木 50 広葉樹

自然木 51 広葉樹 (環孔材 )

自然木 52 アオキ

自″ヽテヽ 53 広葉樹

自然木 54 広葉樹

自然木 55 広葉樹

自然木 56 広葉樹 (環孔材 )

自然木 57 アオキ

自然木 58 エノキ

自然木 59 エノキ

自″ヽラベ60 エノキ
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*印は顕微鏡写真を掲載した試料を示す
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柾目面木口面 板目面

木日面 柾目面 板目面
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自然木 29

自然木 30

自然木 31

木口面

木口面 柾目面 板目面
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出土遺物一覧表





図

号

鷹

番 器 種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎  土 技法の特徴 備 考

l
土師器
皿

範囲確認調査
出土遺物

器高 (残)  11 外
内

断

にぶい費橙
にぶい責橙
にぶい責橙 良

密
クサリ礫を含む

外面ナデ
内面ナデ

2
器牡
士霊

弥 範囲確認調査
出土遺物

口径 (残 )
器高 (残 )

外

内

断

にぶい赤褐
にぶい褐
明赤褐 下良

央
む
石
合
ヽ
多″生

石

母

密
長
雲

クサ リ礫、
外画ヨコナデ。ユビオサエ後ハケ
内面ヨヨナデ。磨滅

3
弥生土器 範囲確認調査

出土遺物

器高 (残 )   4t 褐黒
褐

褐

外
内

断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ハケ後 7条一単位の櫛描直線
文
内面ナデ

4
器畳
・霊

弥 範囲確認調査
出土遺物

器高 (残)  31 外
内
断

にぶい責褐
にぶい黄橙
灰黄褐 良

やや粗
長石、石英、雲母を多く
含む

外面櫛描による直線文など
内面磨滅

5
弥生土器
甕

範囲確認調査
出土遺物

器高 (残)  4 褐
褐
褐

灰
黒
灰

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部キザミロ。縦方向のハ
ケ後ヘラ描it線 (7条以上)。 日
縁付近、ユビオサエ後ナデ消し
内面ハケ

6
弥生土器
甕

範囲確認調査
出土遺物

器高 (残)  56 外
内
断

里

にぶい責褐
にぶい責掲 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面口縁部キザミロ。4条のヘラ
描き沈線。ナデ。煤付着
内面板ナデ。ナデ

7
弥生土器
甕

範囲確認調査
出土遺物

器高 (残)  81 外
内
断

灰責掲
暗灰責
責灰 良

やや粗
長石、石央、雲母を多く
含む

外面口縁部キザミロ。4条の櫛描
沈線。ヨヨナデ。板ナデ。煤付着
内面ヨヨナデ。板ナデ

8
弥生土器
甑

範囲確認調査
出土遺物

底径
器高 (残 )

褐
褐
黄
黄
灰

灰
灰
褐

外
内
断 良

密
長石、石央、雲母を合む

外面ユビオサエ後ナデ。ナデ
内面ユビオサエ後ナデ

暁成後穿孔

9
弥生土器

転用
上製円板

範囲確認調査
出土遺物

長
幅
厚
重

責
責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良

やや粗
長石、石英を多く含む

外面磨減
内面ナデ

打ち欠き

弥生土器
転用
上製円板

範囲確認調査
出土遺物

長
幅
厚
重

外
内
断

にぶい掲
黒褐
にぶい責褐

良

密

長石、石英、雲母 を含む
外面板ナデ
内面ナデ。煤付着

打ち欠き

ll
器
鏃
石
石 SD-701

長
幅
厚
重

64
25
06
77

サヌカイト 剥離は押圧によるもの。
腹面左側に微細剥離痕

石器
磨製石包丁

SD-701

長
幅
厚
重

１

　

０

６

録泥片岩

付
，陣瓢 鞘雑

残
長
幅
厚
重

白灰

外

内

断 良

密 染付により鬼 (P)の意
匠

弥生土器 基本層序
第Ⅵ層

器高 (残)  12 オ
褐
灰
責
黒

外
内
断

リーブ

良

密
長石、石英、角閑石を含
む

那面口縁部に廉状文。ナデ
殉面円形浮文

石器
磨製石包丁

基本層序
第Ⅵ層

長
幅
厚
重

不明 表裏とも層状に剥離。表
面の一部に媒付着

銭貨 基本層序
第Ⅲ層

長
幅
厚

外
内
断

宋銭。元豊通賓。
初鋳 1078年

17
弥生土器
転用
上製円板

基本層序
第Ⅵ層

長
幅

厚

童

39
37
09
156

外
内
断

にぶい黄褐
にぶい責褐
にぶい責褐 良

密
長石、石英、クサリ礫を
含む

'卜

向ナデ

殉面ユ ビオサエ。ナデ
打 ち欠 き

弥生土器 基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  33 外
内
断

暗灰責
にぶい黄
にぶい責 良

密
長石、石英、角閃石を含
む

キ

キ

ガ

ガ
面
面
外
内

弥生土器 基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  43 外
内
断

里

にぶい褐
にぶい橙 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ。煤付着
内面板ナデ

弥生土器 基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  53 外
内
断

にぶい責橙
灰責
灰黄 良

英石
む
ヽ
含
石
を

密
長

母
角閃石、雲

外面ナデ後割付線。その上に突帯
を貼り付け、キザミロをつけてい
る
内面ナデ

弥生土器 基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  36 外
内
断

里

暗灰責
暗灰責 良

やや粗
長石、石英を含む

ント面ヨコナデの上からキザミロ突
語を貼り付けている。煤付着
勺面ユピオサエ後ナデ

弥生土器 基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  34 外
内
断

にぶい黄褐
灰責褐
灰責褐 良

英石
む
ヽ
含

石
を

粗

長

石
雲母、角閃

外面ナデ後櫛描後ミガキ。櫛描間
をミガキ調整している。黒斑
内面ユビオサエ後板ナデ
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挿図
番号

器 種 出土地点 法量 (cm) 色 調 焼成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥生土器
斐

基本層序
第Ⅶ層

口径 (推 )
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
にぶい橙
にぶい責橙

良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を多く含む

外面口縁部にキザミロ。1条の沈
線。ユビオサエ後ヨコナデ
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
養

基本層序
第Ⅶ層

器高 (残)  24 外
内
断

にぶい橙
にぶい責橙
灰黄 良

やや粗
長石、石央、クサリ礫を
含む

本面ハケロ。国縁部にキザミロ
内面ハケロ

No 063と 同一個体か ?

弥生土器
奏

基本層序
第Ⅷ層

器高 (残)  57 外
内
断

にぶい赤褐
にぶい責褐
にぶい責褐

良

密
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

外面板ナデ。取手がつ く
内面板ナデ

弥生土器

転用
上製円板

基本層序
第Ⅶ層

長
幅
厚
重

褐
責

褐
黄
灰

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面磨滅
内面磨滅

打ち欠き

石器
スクレイパー

基本層序
第Ⅶ層

残長
幅
厚
童

サヌカイト 青面左側に自然面 を持
つ。腹面側に使用痕

弥生土器
蓋

基本層序
第Ⅷ層

器高 (残)  25 褐責
灰
灰

灰
責
黄

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ
内面ヨコナデ。媒付着

弥生土器
甑

基本層序
第Ⅷ層

器高 (残)  2C 小

勺

折

にぶい褐
にぶい黄

灰
良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面磨減。底部はナデ

内面ユ ビオサエ
噴部 に焼成後穿孔

30
弥生土器 基本層序

第Ⅷ層

底 径
器高 (残 )

橙い
褐

褐

ぶ
責

責

に
灰

灰

朴

勺

析 良

密
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

外面ハケ後ナデ。底部ユビオサエ

内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
転用
上製円板

基本層序
第Ⅷ層

長
幅
厚
重

朴

勺

斬

にぶい責
にぶい責
灰責 良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面 10条 の沈線。 ミガキ
内面ユ ビオサエ後ナデ

打 ち欠 き

石器
スクレイパー

基本層序
第Ⅷ層

長
幅
厚
重

４

５

　

２０

サヌカイト

器
片
石
剥

基本層序
第Ⅷ層

長
幅
厚
重

サヌカイト

弥生土器
側濤

推

残

径

高
口
器

外

内

断

オ リーブ黒
里

褐灰
良

密
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ヨコナデ。ナデ後 7条一単位・
8条一単位の櫛描直線文。黒斑
内面ヨコナデ。ユビオサエ後ナデ。
黒斑

弥生土器
菱

側溝

口径 (推 )
器高(残 )

掲
褐
黒
暗
褐

外
内
断 良

密
長石、石英、角閃石、_‐
母を含む

外面ユビオサエ後ヨコナデ。ミガ
キ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ

二次焼成

弥生土器
甕

側溝

器高 (残)  7[ 外
内

断

にぶい責掲
暗褐
黒褐 良

英石

む
ヽ
含
石
を

密

長

母
角閃石、雲

外面ヨコナデ。ハケ。煤付着
内面ヨコナデ。ハケ。媒付着

弥生土器
甕

側溝

履往      5〔
器高 (残 )  4〔

褐責
褐
灰
暗
灰

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、雲母を合む

外面ミガキ。ナデ。工具痕。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ

二次焼成

弥生土器
甕

側溝

底 径
器高 (残 )

外

内

断

にぶい責橙
にぶい責橙
褐灰

良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面ユビオサエ後ナデ。ユビオサ

内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器
転用
土製円板

例溝

長
幅

厚

重

褐
掲
褐

責
黄
責

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を多く含む

外面ナデ
内面磨滅

打 ち欠 き

弥生土器
転用
上製円板

側溝

長
幅

厚

重

黄灰
灰
灰

暗
責
責

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ
内面ナデ

打 ち欠 き

石器
石鉄未製品

側溝

長

幅

厚

重

サヌカイト

器
捨
石
石 側溝

長
幅

厚

重

122
44
1

61[

サヌカイト 尖頭部片面に使用痕。両
側の刃部に微細剥離痕

弥生土器 SD-601

器高 (残)  1 外
内

断

にぶい黄橙
灰責褐
灰責褐 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面不明
内面不明

口縁部にキザミロ

弥生土器 SD-601

器高 (残 )  27 外
内
断

にぶい責褐
にぶい責褐
にぶい責褐

良

竹

長石、石英、角閃石、雲

母を含む

外面口縁部に 1条のヘラ描き沈線
後キザミロ。ユビオサエ後ナデ
内面ナデ
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図

号

挿
香 器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥生土器
壷 (無顕壷)

SD-601
器高 (残)  2〔 外

内

断

灰責褐
にぶい責褐
にぶい黄褐 良

石
む

密
長
含
石英、クサリ礫を

外面施文
内面ユビオサエ。ナデ

口縁部は内外面ともヨコ
ナデ

弥生土器 SD-601

器高 (残 ) 外

内

断

にぶい責褐
灰責褐
灰責褐 良

英
む
石
含
ヽ
一″⊆

石

母

社

長

雲
クサリ礫、

外面櫛描流水文
内面板ナデ。磨減

弥生土器 SD-601

器高 (残)  28 外
内

断

にぶい責褐
にぶい責褐
灰黄褐 良 ヽ

む

英

含
石
く

粗

多ヽ

や
石
を

や
長

母
角閃石、雲

外面口縁部にキザミロ。ユビオサ
エ後強いヨコナデ
内面ヨコナデ

弥生土器
甕

SD-601

器高 (残,   41 外
内

断

黄褐
にぶい褐
黄褐

良

粗
長石、石夫を含む

外面ハケロ。ヨヨナデ。縦方向の
粗いヘラミガキ
内面磨減

弥生土器
高杯 or鉢 SD-601

器高 (残)  4g 外
内

断

灰責褐
にぶい黄褐
灰 良

密
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

外面ナデ
内面ナデ

弥生土器
高杯 or鉢 SD-601

器高 (残)  6C 外
内
断

にぶい黄橙
明赤掲
橙

不 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

'卜

面 1条の沈線。ハケロ。煤付着
勺面不明

二次焼成

弥生土器
菱蓋

SD-601

器高 (残)  7 外 :黄褐
内 :浅黄
断 :浅責 良

密
長石、石英を含む '卜

面ユビオサエ後ナデ
対面ユビオサエ。板ナデ。ナデ。
某付着

弥生土器 SD-601

底径 (推 )
器高 (残 )

黄

　

黄

灰

掲

灰

暗

責

暗

外

内

断 良

密
長石、石英、角閃石を含
む

外面タタキ後板ナデ。底部はナデ
内面ユビオサエ後ナデ

器畳
と霊

弥 SD-601

底径 (推 )
器高 (残 )

掲

褐

褐

責

責

責

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に

外

内

断 史

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を多く含む

外面板ナデ
内面磨減

54
弥生土器
甕

SD-601

推
残
径
高
底
器

外 :にぶい責橙
内 !灰黄褐
断 :褐灰

良

粗

ヽ

や
石
む

や
長
含
石英、雲母を多く

外面ユ ビオサエ後縦方向の板 ナデ

内面ユ ビオサエ後ナデ
粘上の継 ぎ目がある

弥生土器
底部

SD-601

底径 (推 )
器高 (残 ) 褐

褐

褐
明
明

外
内
断 良

粗
長石、石央、クサリ礫、
雲母を含む

外面ユビオサエ後ナデ。底部はオ
サエ

内面磨滅

56
弥生土器 SD-601

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責褐
灰黄褐
灰責掲

良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ナデ。底部はユビオサエ後ナ
デ後ヘラミガキ
内面ユピオサエ

円板に転用するため縁を
打ち欠いた可能性がある

弥生土器 SD-601 曇管陶
外
内
断

にぶい黄褐
にぶい黄掲
にぶい責掲 良

粗
長石、石英、雲母を含む

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

弥生土器 SK-602

器高 (残)  1 本

勺

斬

にぶい黄橙
灰責褐
灰責褐 良

粗
長石、石英、雲母を含む

外面 5条の沈線 (現存)
内面磨滅

弥生土器 SK-603

器高 (残)  31 朴
勺

断

にぶい黄掲
灰責
にぶい責橙 不良

やや粗

長石、石英、雲母 を多 く

含む

外面ナデ
内面ナデ

全体的に劣化が激しし

弥生土器 SK-603

器高 (残 ) 外
内

断

にぶい責褐
暗褐
にぶい責褐 不良

粗
長石、石央、クサリ礫を
含む

外面口縁部に2条の凹線あり。ナ

内面ナデ

二次焼成。穿孔あ り

弥生土器
壷 (無頸重)

SK-602

器高 (残)  2〔 本
内

断

暗灰黄
にぶい責
にぶい責 良

やや粗
長石、石英を含む

外面ナデ
内面ナデ

弥生土器
甕

SK-604

器高 (残)  2, 褐責
責
灰

灰
灰
黄

外
内
断 良

やや粗
長石、石英を合む

外面ユ ピオサエ。
内面ユ ビオサエ。

デ

デ

ナ

ナ

弥生土器
甕

SK-604

器高 (残)  44 外
内

断

灰黄褐
灰責褐
にぶい黄橙 不良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ハケロ。黒斑
内面不明

64
弥生土器

甕
SK-605

器高 (残)  3〔
掲
褐

褐
黄
責

黒
灰
灰

外
内
断 不良 ヽ

む

英

含
石
を
ヽ
石

石
閃

粗

長

角
クサ リ礫、

外面ヨコナデ
内面磨滅

弥生土器 SK-605

器高 (残)  5〔
褐
褐

灰
黄
黄

褐
灰
灰

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面縦方向のハケ後 6条一単位の
櫛描直線文
内面ユピオサエ後ナデ。黒斑

弥生土器
斐

SK-605

器高 (残)   4 外
内

断

暗褐
にぶい責褐
にぶい責褐

良

やや粗
長石、石英、角閃石を含
む

外面不明。底部にユ ビオサエ

内面ユ ビオサエ
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図

号

挿
番 器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥生土器
甕

SK-605

底径
器高 (残 )

外 :にぶい責
内 :暗灰責
断 :Hき灰黄

良 ヽ
む

英
含
石

く

粗

ヽ
多

や
石
を

や
長

母
角閃石、雲 '卜

面ハケロ。オサエ痕あり。黒斑
勺面板ナデ

弥生土器
甑

SK-605

底 径
器高 (残 )

外 :灰黄掲
内 :にぶい責橙
断 :灰責褐 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を多く合む

本面ユビオサエ。ナデ
勺面ユビオサエ後ナデ

焼成後穿孔

弥生土器
奏

S K 605

底径

器高 (残 )

掲
褐
責

黄
責
灰

灰
灰
暗

外
内
断 良 ヽ

む

礫

含
サ
多

ク

をヽ母

英

雲
石

ヽ

ヽ
石

石
閃

粗
長

角

外面ユビオサエ後ナデ
内面ユビオサエ後ナデ。一部板ナ
デ

弥生土器
甕

SK-605

底径
器高 (残 )

外 :にぶい黄褐
内 :にぶい褐
断 :にぶい責褐

良

粗
長石、石英、角閃石、雲
母を多く含む

ント面ユビオサエ
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

SK-605

推
残
径
高
底
器

外
内
断

灰責褐
にぶい責掲
灰責褐 良 ヽ

む

英
含
石
く

粗

多ヽ

や

石
を

や
長

母
角閃石、雲

外面ナデ
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

SK-605

推
残
径
高
底
器 褐

褐

責

責
い

い

ぶ

ぶ

褐

に

に

外

内

断 良

密
長石、石英、角閃石を合
む

外面ユビオサエ

内面ユビオサエ

弥生土器

転用
上製円板

SK-605

長
幅
厚
重

黄

灰
掲
灰

貢
黒
暗

外
内
断 良

密
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ナデ
内面ナデ

打ち欠き

弥生土器 SK-605

器高 (残 )  31 褐黒

褐

褐

本

勺

析 良

密
長石、雲母を含む

外面ナデ
内面ナデ

焼成後穿孔。転用上製品
の可能性あり

器
脚
石
支 SK-605

長
幅
厚
重

・３

７

６

儀

凝灰岩

弥生土器 SK-606

器高 (残)  2C 本

勺

斬

にぶい橙
にぶい橙
にぶい黄 不良

英
む
石
含

粗

をヽ

や
石
母

や
長
雲

クサリ礫、
外面口縁部キザミロ。ヨコナデ
内面磨減

二次焼成。

弥生土器
壷

SK-606

器高 (残)  2〔 琳
勺

断

浅黄
にぶい黄橙
灰黄褐

不 良
一
む
ヤ
含
チ
く多ヽ

英

を
石
礫

石

サ

社

長

ク

外面磨滅。口縁部に 1条の沈
線         内画磨減

器牡
・璽

弥
SK-606

器高 (残 )  3〔 本

勺

断

にぶい黄橙
にぶい黄橙
暗灰 良

粗
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部廉状文。ナデ後顕部に
櫛描文
内面磨滅

弥生土器 SK-606

器高 (残)  2〔 外
内

断

にぶい責褐
にぶい責褐
にぶい責褐

不良

やや粗
長石、石英、角閃石を含
む

外面磨滅。日縁部に 1条の沈
線         内面磨減

器畳
士霊

弥
SK-606

器高 (残)  2' 掲

褐

褐

暗

黒

黒

外

内

断 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石を多く含む

デ
滅
ナ
磨
面
面
外
内

弥生土器
鉢

SK-606

器高 (残 ) 外
内

断

責褐
にぶい責褐
黒褐

良

匿
長石、雲母 を含む

外面ハケ。竹管文
内面ナデ

器牡
士霊

弥 SK-606

器高 (残)  4〔 外
内

断

黒褐
黒褐
にぶい責褐 良 ヽ

む

石
含

密

長

く
石英、角閃石を多

外面廉状文
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

SK-606

器高 (残)  7〔

掲

責
責
黄

灰
灰
明

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、雲母 を含む

外面 5条の沈線。ハケ後ナデ
内面ユ ビオサエ後ナデ

84
弥生土器
甕
SK-606

器高 (残)  51 褐
褐
褐

暗
責
責

外
内
断 良

粗
長石、石英、雲母を含む

外面ヨヨナデ。板ナデ。ハケ。ミ
ガキ。黒斑
内面ヨヨナデ。ユビオサエ後板ナ
デ

弥生土器
把手付鉢

SK-606

器高 (残)  5′ 外
内

断

にぶい褐
にぶい責橙
にぶい責橙

良

密
長石、石英、雲母を合む

外面ナデ

内面ユ ビオサエ後ナデ

弥生土器
鉢

SK-606

器高 (残)  4( 外
内

断

にぶい責褐
にぶい黄褐
灰責褐 良

密
長石、石英を含む

外面口縁部キザミロ。線刻。ナデ。
ミガキ
内面ハケ

弥生土器
蓋

SK-606

底径 (推 )
器高 (残 )

タト:IIn赤褐
内 1にぶい責橙
断 !褐灰 良

英
む
石
含
ヽ
ユ″Ｃ

石
母

密
長
雲

クサ リ礫、
外面ユ ビオサエ後板ナデ

内面ユ ビオサエ後板ナデ

二次焼成

弥生土器
奏

SK-606

器高 (残)  3〔 褐
褐
褐

責
責
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良

粗

ヽ

や
石

む

や
長
含
石英、クサリ礫を

外面ユビオサエ後ナデ
内面ユビオサエ後ナデ
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図
号
挿
番 器 種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥生土器
甕

SK-606

底径 (推 )
器高 (残 )

外
内
断

にぶい赤褐
灰責褐
にぶい責橙

良

密

長石、石英、雲母 を合も
外面ユビオサエ後ナデ。板ナデ
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 SK-606

底径 (推 )
器高 (残 )

外 :明掲
内 :にぶい黄橙
断 :にぶい責橙

良

粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

'卜

面板ナデ。ナデ。
肉面ユビオサエ

弥生土器
甕

SX-601

器高 (残)  22
黄

褐

灰

掲

黄

暗

黒

外

内

断 良

密

長石、石英、雲母 を含 む
外面ナデ

内面ナデ

器
石
石
砥 SK-606

長
幅
厚
重

16
81
83
1540

0

砂岩

93 螂噌
SX-601

長
幅
厚
重

48
3

25
283

褐責

・
・

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面穴状のへ こみがある。ナデ

94
弥生土器 ７０

層
ＳＤ
第

器高 (残)  54 褐赤い
褐
ぶ
責
に
灰
橙

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

外面ミガキ。削り出し突帯に竹管
文
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  88 責
責

黄

浅
浅

浅

外
内

断 良

やや粗
長石、石英、角閃石、
チャートを合む

外画板ナデ。貼付突帝にキザミロ。
黒斑          内面
オサエ後ナデ

96
弥生土器 SD-701

第 1層

器高 (残)  43 外
内
断

灰責褐
にぶい黄橙
にぶい黄橙 負

粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面沈線上にキザミロのある貼付
突荷が 3条。板ナデ
内面板ナデ

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

的
働
径
高
口
器

褐
褐
褐

黄
黄
責

灰
灰
灰

外
内
断 良

密

長石、石央、チャー ト、

角閃石、雲母 を多 く含 む

外面板ナデ。ハケロ
内面板ナデ。ユビオサエ

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  34 外
内
断

オリーブ褐
黄掲
にぶい黄橙 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面強いヨコナデ。ユビオサエ

内面ナデ

弥生土器 Ю
層

ＳＤ
第

器高 (残)  4 朴

勺

断

にぶい黄
灰責褐
黄掲 良

やや粗
長石、石実、雲母を多く
合む

外面口縁部にヨコナデ後板状工具
にてキザミロ後沈線 1条。ナデ
内面ナデ。ユビオサエ痕

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  27 褐責
　
褐

灰
黒
黒

本
勺
断 良

密

長石、石央、クサ リ礫、

角閃石、雲母 を含 む

外面廉状文。貼付浮文。文様間に
ミガキあり
内面板ナデ黒斑

No 075と 同一個体の可
能性が高い

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  5盪 朴

勺

斬

にぶい責橙
灰白
にぶい責橙 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を合む

外面波うち気味の直線文
内面ユビオサエ

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  1(
黄

黄

責

灰

灰

灰

暗

暗

朴
勺

断 良

密

長石、石英、クサ リ礫 を

含む

外面タテ左上がりの斜め方向のハ
ケ後流水文
内面ユビオサエ後ナデ

103
弥生土器 ７０

層
ＳＤ
第

器高 (残 )  71 褐責灰

黒

黒

朴

勺

断 良

密
長石、石英を含む

外面櫛描廉状文。文様間にミガキ
内面ユビオサエ後ナデ。黒斑

No 077と 同一個体の可
能‖生が高い

104
弥生土器
甕

SD-701
第 1層

器高 (残)  61 本
内

断

灰責掲
にぶい責褐
にぶい責褐 良

密
長石石英を含む

外面 10条の沈線 (現存 )。 キザ ミ
目。 ヨコナデ。

内面ハケ ロ。ナデ

内外面煤付着

弥生土器

甕

７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)   4 外
内

断

にぶい黄褐
にぶい黄褐
にぶい責褐 不

良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面 5条のヘラ描き沈線。ナデ後
ミガキ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
発

SD-701
第 1層

器高 (残)  64 外
内

断

にぶい責
にぶい黄
灰黄 良

やや粗
長石、石英、雲母を多く
含む

外面キザミロ。8条の沈線
内面ナデ

弥生土器
甕

７０
層

ＳＤ
第

器 高 (残 ) 外
内

断

にぶい掲
にぶい掲
にぶい褐 良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面ナデ。ハケロ。煤付着
内面磨滅

弥生土器
甕

SD-701
第 1層

器高 (残)  64 外
内

断

暗灰責
にぶい責
浅責 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
角閃石を含む

外面ユビオサエ後ヨコナデ。ヘラ
描沈線後ハケ
内面ヨコナデ。ユビオサエ後板ナ
デ

弥生土器
壷 (広口重)

７０
層

ＳＤ
第

器高 (残 )  41 外 :褐
内 :掲

断 :にぶい褐 良
石
密
長
む
石英、角閃石を含

外面流本文
内面ナデ

弥生土器
高杯 or鉢

７０
層

ＳＤ
第

口径 (推 )
器高 (残 )

外

内

断

にぶい責褐
にぶい褐
にぶい褐 良

央
む
石
含

ヽ

一

を

石

母

密

長

雲
クサリ礫、

外面ナデ。ヨコナデ
内面ナデ。ヨコナデ
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弥生土器
高杯 or鉢

７０
層

ＳＤ
第

器高 (残 )  32 褐責
褐
灰

灰
責
掲

外
内
断 良

石

密

長

む
石英、角閃石 を含

外面ナデ。板ナデ。煤付着
内面ナデ

弥生土器
高杯 or鉢

７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  36 外
内
褐
断

黒褐
暗オリーブ

暗オリーブ褐

良
英石
む
ヽ
含
石
を

密

長

母
角閃石、雲

外面板ナデ。ヨコナデ。黒斑
内面ヨコナデ

弥生土器 ７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  48 外
内
断

にぶい橙
オ リーブ黒

責灰
不 良

やや粗
長石、石英を含む

外面口縁部に波状文。ハケロ後波
状文
内面ユビオサエ。黒斑

弥生土器
鉢

７０
層

ＳＤ
第

器高 (残)  38 外
内
断

にぶい褐
にぶい黄橙
褐灰 良

やや粗
長石、石英、雲母を含む

外面ナデ。ミガキ
内面ナデ

弥生土器
鉢

SD-701
第 1層

器高 (残)  3 外 :褐灰
内 :褐灰
断 :にぶい赤褐 良

密
長石、石英、雲母を合む

外面板ナデ。黒斑
内面ヨコナデ

弥生土器

不明

７０
層

ＳＤ
第

氏径 (推 )
器高 (残 )

外
内
断

明責褐
にぶい責
にぶい責

良

やや粗
長石、石英、雲母を含む

外面ハケロ。底部に木棄痕あり
内面磨・la

弥生土器 SD-701
第 1層

氏径 (推 )
器高 (残 )

外

内

断

にぶい責
明黄褐
暗灰黄

良

やや粗
長石、石英、チャートを
多く含む

外面ユ ビオサエ後ナデ。底部木葉

痕
内面不明

弥生土器
高杯

Ю
層

ＳＤ
第

器高 (残)  」 フト:にぶい責橙
勺 :―
IF:黒 良

石
む

密
長
含
石英、チ ャー トを

外面ユビオサエ後ミガキ。ナデ
内面磨減

弥生土器
把手付鉢

７０
層

ＳＤ
第

推
残
径
高
瞑
器 褐

褐

灰
黄
黄

褐
灰
灰

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ユビオサエ。貼付把手。黒斑
内面ユビオサエ後板ナデ。黒斑

弥生土器
蓋

７０
層ＳＤ．細

口径 (推)  12
器高 (残)  14

外

内

断

にぶい黄褐
にぶい黄褐
にぶい責掲

良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

'卜

面ユビオサエ後ナデ
勺面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 転

用
上製円板

SD-701
第 1層

長
幅

厚

童

42
39
07
10J

外
内
断

灰責掲
にぶい責橙
にぶい黄橙

良

やや粗
長石、石英、雲母を合む

71面暦減
勺面磨減

打ち欠き後、研磨

弥生土器

転用

上製円板

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

３

３

α

ｌ

外

内

断

にぶい黄褐
にぶい責褐
にぶい責褐 良

径

長石、石英、雲母 を含 む
外面ナデ
内面ナデ

打 ち欠 き後研磨

弥生土器
転用
上製円板

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

58
58
16
467

外 :にぶい責褐
内 1黒

断 1にぶい黄褐 不良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面ユビオサエ。放射状の工具痕
あり。煤付着
内面ナデ?磨減

高杯の充壊部を円板に打
ち欠く

124

弥生土器
転用
上製円板

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

49
56
13
378

外
内
断

にぶい責褐
にぶい責橙
灰責掲 良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を多く含む

外面ナデ
内面板ナデ

端部は打 ち欠 き後研磨

石器
磨製石包丁

７０
層

ＳＤ
第

残
残

長
幅
厚
重

倍晶片岩

石器

石鏃

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

サヌカイト 剥離は押圧によるもの。
両面素材面残さず調整

127
石器
微細剥離痕の
ある剥片

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

縦長剥片を使用

石器
楔形石器

７０
層

ＳＤ
第

長
幅
厚
重

41
61
11
539

サヌカイト

器畳

士笙

弥 ７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  4〔 朴

内

斬

黄褐
黄掲
オリーブ褐 良

密
長石、石英、角閃石を含
む

外面流水文
内面ユ ビオサエ後ナデ

弥生土器 ７０
層ＳＤ．纂

器高 (残)  51 外
内

断

暗灰黄
暗灰責
暗灰責 良

密
長石、石英、角閃石を合
む

外面ナデ。流水文
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 ７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  87 外
内

断

にぶい責褐
灰責褐
黒 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面廉状文。ナデ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
菱

SD-701
第 3層

器高 (残)  6〔

褐責い

褐
黄
ぶ

黒
灰
に

外
内
断 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面口縁部にキザミロ。3条の沈
線の下に板ナデ。煤付着
内面ナデ。2本の平行な工具痕
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138
弥生土器
菱

SD―ηЭl
第 3層

器高 (残)  5t 外
内

断

にぶい黄橙
にぶい黄橙
黒tBI

良
英

む

石
含

ヽ

お

佳

石
母

密
長
雲

クサ リ礫、
外面ユビオサエ。板ナデ
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器
箋 (瀬戸内系)

７０

層ＳＤ．籍

器高 (残)  6( 外
内

断

責褐
責褐
暗灰責

良 ヽ
む

英
合
石

く多ヽ
石
を

密

長

母
角閃石、雲

外面ユビオサエ後ヨヨナデ。ハケ
目後幅広のヘラミガキ。煤付着
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器 SD-701
第 3層

底 径
高 (残 )

器

３８ 褐

褐

掲

責

責

暗

灰

灰

外

内

断 良 ヽ
む

石
合

密
長

く
石央、角閃石を多

外面ユビオサエ後ナデ。底部工具
痕。赤色顔料付着か ?
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器

蓋

SD-701
第 3層

器高 (残)  1 褐責
褐
褐

灰
黒
黒

外
内
断 良

密
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

外面ユビオサエ後ミガキ
内面ユビオサエ。黒斑

弥生土器 SD-701
第 2層

口径 (推) 244
器高 (残)   3

外

内

断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰白 不 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を含む

'卜

面磨滅
勺面磨滅

弥生上器 Ю
層
ＳＤ．絶

口径 (推 )
器高 (残 )

褐
褐
赤
赤
い
い
ぶ
ぶ
褐

に
に
里
【

外
内
断 不良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

本面 1条の沈線 (2条以上ある)
対面不明

穿孔 lヶ 所。二次焼成

器牡
・豆

弥 SD―紹Эl
第 2層

器高 (残)  22 褐
責
褐

責
灰
責

灰
暗
灰

外
内
断 良

石
む

衝
長

含
石英、雲母を多く

外面 1条の沈線後、キザミロ。ミ
ガキ
内面ミガキ

140
弥生土器 ７０

層ＳＤ．能

器高 (残)  7 褐
　
掲

責
灰
責

灰
褐
灰

外
内
趾 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を多く含む

'卜

面板ナデ。1条の沈線。黒斑
内面強い板ナデ

弥生土器
重 (広口重)

SD-701
第 2層

器高 (残)  3 外

内

断

にぶい褐
にぶい褐
にぶい褐 不 良

やや粗
長石、石英、雲母を多く
含む

ント面ナデ
勺面ナデ

二次焼成

弥生土器 ７０
層ＳＤ．絶

器高 (残)  51 外
内
断

暗褐
にぶい黄褐
にぶい黄掲 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ。ハケ後ミガキ。5条
のヘラ描き沈線
内面板ナデ。ハケ後ミガキ

弥生土器 SD― r01
第 2層

器高 (残)  45 外
内

断

灰黄褐
灰責褐
灰責掲 良

英
む
石
含

ヽ

を

４

石
母

粗
長
雲

クサリ礫、
外面ハケロの後ナデ消し。さらに
割付線をしてキザミロ突帯。キザ
ミロは3つ一度に施文している
内面板ナデ後ナデ

弥生土器 ７０
層サ繕

器高 (残)  53 外
内
断

灰黄褐
にぶい責橙
責灰 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面 ミガキ。黒斑

内面板 ナデ

弥生土器 SD-701
第 2層

器高 (残)  52 外
内
断

暗灰責
責灰
責灰 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面 7条の沈線。ナデ
内面ナデ。黒斑

弥生土器 ７０
層ＳＤ．糊

∽
働
径
高
口
器

本

勺

新

にぶい褐
にぶい責掲
黒褐 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部に波状文の後刺突文。
ユビオサエ後横方向のミガキ
内面ナデ

147
弥生土器 Ю

層ＳＤ．絶

器高 (残)  1 朴

勺

断

暗灰黄
黒褐
責褐 良

密
長石、石央を含む

外面ナデ
内面ナデ。黒斑

器牡

士璽

弥 ７０
層ＳＤ．絶

器高 (残)  4[ 朴

勺

断

にぶい責橙
暗灰
にぶい責橙 良

やや粗
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部に廉状文
内面ナデ

弥生土器 SD-701
第 2層

器高 (残)  4写 本
勺

断

にぶい黄褐
にぶい黄褐
にぶい責掲 不良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

タト面口縁部にヘラ描き沈線
はさんで上下にキザミロ。
日は上下別に施す
内面ミガキ

を

ミ

条

ザ
ー
キ

弥生土器
菱

Ю
層ＳＤ．彬

器高 (残)  6〔 灰
　
灰

褐
黒
褐

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、角閃石を含
む

外面ヨコナデ。ユピオサエ後ナデ。
黒斑
内面ヨコナデ。ユビオサエ後ナデ

弥生土器

甕

SD-701
第 2層

器高 (残)  7
掲
褐

灰
責
責

褐
灰
灰

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面口縁付近はユビオサエ後ナ
デ。板ナデ。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

SD-701
第 2層

器高 (残)  5モ 外
内

断

オリープ黒
暗灰責
灰責 良

密
長石、石英を多く含む

外面ナデ。煤付着
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器
箋

SD―紹Эl
第 2層

器高 (残)  2: 外
内

断

黒褐
オリーブ褐
黄褐 良

密
長石、石英を含む

外面 1条の沈線。ナデ。ユビオサ
エ後ナデ。煤付着
内面ユビオサエ。ナデ

弥生土器
箋

SD-701
第 2層

器高 (残)  31 橙
褐

橙

責
責

黄

い
い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に

外
内

旺 良

やや粗
長石、クサリ礫、雲母を
含む

外面 4条の沈線 (現存)。 煤付着
内面ナデ
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弥生土器
発

SD-701
第 2層

器高 (残)  31 外
内

断

灰
オリープ黒

黒掲
良

密
石央、角閃石を含む

外面 l条の沈線。ナデ。ユビオサ
エ後ナデ
内面板ナデ。ナデ

弥生土器
甕

SD-701
第 2層

器高 (残)  41 褐
褐
責
責
灰

灰
灰
褐

外
内
断 良

石
密
長
む
角閃石、雲母を含

外面ユビオサエ後ヨコナデ。4条
の沈線
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．絶

器高 (残 ) 外
内

断

にぶい黄
にぶい黄
灰責 良

やや粗
長石、石英、チャート
角閃石、雲母を含む

外面口縁部にキザミロ。8条の沈
線 (現存)
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器
鉢

SD-701
第 4層

器高 (残)  61
黄
黄

灰
灰
灰

責
暗
暗

外
内
断 良

管

長石、石英、角閃石、雲

母を含む

外面ミガキ。ナデ。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
把手付鉢

Ю
層ＳＤ．紳

器高 (残)  33
音
（
い
責

灰
ぶ
灰

褐
に
暗

外
内
断 良

密
長石、石英を含む

外面ユビオサエ

内面ユビオサエ後ナデ。爪痕

弥生土器
高杯 or鉢

Ю
層ＳＤ一翔

器高 (残)  33

黄

灰
褐

灰

責
黒

暗

外
内
断 良

密

雲母 を含む '卜

面 3条 (現存)の沈線。ナデ。
陵方向のミガキ
勺面積方向のミガキ

弥生土器
把手付鉢

７０
層ＳＤ．翔

器高 (残)  31 褐
灰
褐

塁
箸
具
里
〔

外
内
断 良

密
長石、石英を含む

外面ナデ。ハケロ
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
鉢

SD-701
第 4層

器高 (残 )  88 外
内
断

灰責褐
にぶい責褐
にぶい責褐 良

礫り
む

サ
含

ク

を母ヽ
英
雲
石

ヽ
石ヽ
石
閃

粗
長
角

外面板ナデ。把手がつく
内面板ナデ

弥生土器
高杯

Ю
層ＳＤ．翔

器高 (残)  44 外
内
断

灰責褐
オリーブ褐
灰責褐 良

密
長石、石英を含む

キ

キ

ガ

ガ

面

面

外

内

弥生土器 SD-701
第 4層

底径
器高 (残 )

外 :暗オリープ
褐
内 :オ リーブ褐
断 :オ リーブ褐

良

密
長石、石英を含む

外面ユ ビオサエ後 ミガキ

内面ユ ビオサエ後ナデ。板ナデ。

黒斑

器畳

士霊

弥 ７０
層ＳＤ．細

嘆径 (推)  ユ
器高 (残 )

褐
黄
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ユビオサエ後ナデ。縦方向の
板ナデ。黒斑
内面ユビオサエ。ナデ。

弥生土器 ７０
層ＳＤ．翔

喰径

器高 (残 )

外
内
断

にぶい赤褐
にぶい赤掲
にぶい赤掲 良

やや粗
長石、石英、角閃石雲母
を含む

外面磨滅
内面ユビオサエ後粗い工具痕

器畳

士電

弥 SD-701
第 4層

氏4垂
器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄褐
灰責褐
灰責褐 良

やや粗

長石、石央、 クサ リ礫、

角閃石 を含む

外面ハケ後ミガキ
内面ユビオサエ後ナデ。

准な作 り

弥生土器 ７０
層ＳＤ．翔

底径 (推 )
器高 (残 )

外

為

断

にぶい責
にぶい責
にぶい責 良

やや粗
長石、石英を多く含む

外面ユピオサエ後ミガキ。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ。板ナデ

弥生土器 SD-701
第 4層

底径 (推 )
器高 (残 )

褐責いぶ
　

褐

に
里

里ヽ
一

外

内

断 良

やや粗
長石、石英、チャート、
雲母を多く含む

外面板ナデ。底部に娩成前に何か
に当ったへこみあり
内面板ナデ。媒付着

弥生土器
重

Ю
層
ＳＤ．細

底径 (推 )
器高 (残 )

外

内

断

灰責褐
にぶい黄褐
灰責褐

良

やや粗
長石、石英、角閃石を多
く含む

外面不明だが一部ユビオサエ。底
部に工臭痕
内面ユビオサエ後縦方向の板ナデ
後ミガキ。底部は雑な作り

弥生土器 SD-701
第 4層

底径 (推 )
器高 (残 ) たの

褐
着
責
付
　
灰

灰
煤
明
責
不

外
内
め
断

良

やや粗
長石、石英、角閃石を多
く含む

外面ユビオサエ。板ナデ。ナデ消
し。ナデ。黒斑
内面ユビオサエ後板ナデ。煤付着

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．翔

氏4差      6,
器高 (残)  3〔

外

内

断

黒掲
オリーブ褐
オリーブ褐 良

ヽ
む

英

含
石
く多ヽ

石
を

密

長

母
角閃石、雲

外面ミガキ。ユビオサエ後ミガキ。
煤付着
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器 SD-701
第 4層

底径
器高 (残 )

外
内

断

にぶい責褐
にぶい黄褐
にぶい責褐

良
礫サク

む
ヽ
含

英

く
石
多

粗

ヽ
を

や

石

母

や
長

雲

外面ユビオサエ後ミガキ。黒斑。
ユビオサエ
内面ナデ

弥生土器 ７０
層ＳＤ．紳

貞径 (推 )
器高 (残 )

外

内

断

灰責掲
灰責褐
にぶい責橙 良

やや粗
長石、石英、チャート、
角閃石、雲母を多く含む

外面ナデ
内面オサエ後ナデ

弥生土器
甕

Ю
層ＳＤ．紳

底径
器高 (残 )

外
内

断

にぶい責褐
灰責褐
黒褐

良 ヽ
む

英

含
石
く多ヽ

石
を

密
長

母
角閃石、雲

外面ユビオサエ後ナデ。黒斑
内面ユビオサエ後板ナデ。黒斑

弥生土器
鉢

Ю
層ＳＤ．細

底径 (推 )
器高 (残 )

掲
褐
褐

外
内
断 不 良

やや粗
長石、石英、角閃石、ク
サリ礫、雲母を含む

71・面ハケナデ消し
勺面不明。煤付着

底都 ドーナ ッツ状 に形成
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弥生土器
転用
上製円板

７０
層ＳＤ．翔

長

幅

厚

重

445
43
075
175

外
内
断

にぶい責褐
にぶい黄掲
にぶい責掲 良

密
長石、石央、角閃石、雲
母を含む

滅
滅
磨
磨
面
面
小
勺

打 ち欠 き

弥生土器
転用
上製円板

SD-701
第 4層

長
幅
厚
重

61
65
09
521

褐
褐
褐

黒
暗
暗

外
内
断 良

密
長石、石央、宴母を含む

フト曲ナデ
勺面板ナデ

打ち欠き。二次焼成を受
け磨滅

石器
磨製石包丁

７０
層サ細

残
残
長
幅
厚
重

粘板岩 or片 岩

石器
磨製石斧

７０
層ＳＤ．撒

長
幅
厚
重

閃緑岩

石器
楔形石器

７０
層ＳＤ一細

長
幅
厚
重

石器
二次加工及び
研磨痕ある
剥片

７０
層ＳＤ一翔

長
幅

厚

重

サヌカイト 剥片の末端部分に研磨み
られる。その研磨部分を
切る剥離が存在。

弥生土器 ７０
層ＳＤ．細

口径(推 )
器高 (残 )

１

５

灰

灰

灰

褐

褐

褐

朴

勺

斬 良

密
長石、石英を含む

外面板 ナデ。口縁部分 ヨコナデ

内面ユ ビオサエ後ナデ。口縁部分
ヨコナデ。黒斑

弥生土器 SD―紹Эl
第 4層

器高 (残)  41 掲

褐

褐

責

責

責

灰

灰

灰

朴

勺

断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面沈線による割付線を施した
後、突帯を貼付け、キザミロを施
す (現存で 4市 )
内面ナデ

弥生土器 ７０

層ＳＤ．糊

器高 (残)  5て 掲

黄

責

責

灰

灰

灰
暗

暗

本

内

新 良

密
長石、石英を含む

外面 1条の沈線。ハケ後板ナデ。
ナデ消し。黒斑
内面ユビオサエ後板ナデ。黒斑

弥生土器
鉢

SD-701
第4層

器高 (残)  4〔 外
内

断

にぶい褐
にぶい赤褐
にぶい褐 良 ヽ

む

英

含
石
を
ヽ
石

石

閃

密

長

角
クサ リ礫、

外面流水文
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  2( 褐
褐
灰

里
一里
事
只

外
内
断 良

密
長石、石英、角閃石を合
む

外面口縁部にキザミロ。ナデ。ハ
ケロをナデ消す。黒班
内面板ナデ。黒斑

内外面黒斑

弥生土器
奏

SD-701
第 4層

器高 (残)  4:
灰
灰

灰
責
責

責
暗
暗

外
内
断 良

石

密

長

む
石英、角閃石を含

外面ヨコナデ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．翔

底径     9ι
器高 (残)  3;

責
　
黄

灰
褐
灰

暗
黒
暗

外
内
断 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面ユビオサエ後ハケロ後ヘラミガキ。底
部にユビオサエと植物による圧痕。黒斑
内面板ナデ後ヘラミガキ。底部にユビオサ
エ後板ナデ後ヘラミガキ。早斑

粘上の継ぎ目に相沿つて
剥落している。

弥生土器

転用
上製円板

７０
層ＳＤ．細

長
幅

厚

重

47〔

4〔

0〔

2〔

外

内

断

にぶい責掲
灰責褐
灰黄褐 良

粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面磨減
内面磨減

石器
磨製石斧

７０

層ＳＤ．細

残
残

長
幅
厚
重

閃緑岩 斑晶みられる。バルブの
発達弱い

石器
二次加工ある

剥片

７０
層ＳＤ．翔

長
幅

厚

重

サヌカイト 背面左側に自然面を持つ。末
端が蝶番状となってしまった
ので側面に主に加工を力Лえた
のか。バルプの発達は強い

弥生土器 ７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  38 外
内
旺

にぶい責橙
にぶい責橙
にぶい黄橙 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を多く含む

外面ナデ。 ミガキ。オサエ痕

内面ナデ、ユ ビオサエ

弥生土器 SD-701
第5層

器高 (残)  79 外
内
断

暗灰黄
暗灰責
暗灰責 良

径

長石、石英、角閃石、雲

母 を含む

外面板ナデ後、3条のヘラ描き沈線が現
存だが下に1条以上の沈線があったと
考えられる。板ナデ後、幅広のミガキ
内面ナデ

弥生土器 ７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  45 外
内
断

灰責掲
褐灰
にぶい責橙 不良

やや粗

長石、石英、チャー トを

含む

デ

デ

ナ

ナ

板
板
画

面

外
内

被熟のため内面劣化激 し

弥生土器 SD-701
第 5層

器高 (残)  37 外
内
断

灰黄褐
にぶい責橙
にぶい橙 不良

密
長石、石英、チャート
クサリ礫を合む

外面ユビオサエ後、ナデ後、ヘラ
状工兵によるナデつけ。ナデつけ
は波射状に入る
内面ユビオサエの痕跡あり

弥生土器 SD-701
第 5層

器高 (残)  47 外
内

断

灰黄褐
灰黄褐
にぶい責褐 良

密
長石、石英 を含む

外面ナデ後貼付突帯の割付線後突
帯貼付し、キザミロを施す。(現
存 4帝 )
内面ユビオサエ後、ナデ

弥生土器 SD-701
第 5層

器高 (残)  87 外
内

断

灰責褐
にぶい黄褐
にぶい責褐 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面 5条の沈線 (現存)。 板ナデ
後ミガキ。黒斑
内面板ナデ。磨滅
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番号
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弥生土器 SD-701
第5層

器高 (残)  3, 外
内

断

灰責褐
黄灰
暗灰黄 良

やや粗
長石、石央、角閃石を多
く合む

外面流水文

内面ユ ビオサエ後、板ナデ

弥生上器 SD-701
第 5層

器高 (残)  54 外
内

断

にぶい責褐
灰責褐
にぶい黄掲

良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ナデ後、流水文。1条の貼付
突帯
内面ユビオサエ後ハケロ

弥生土器 SD-701
第 5層

器高 (残)  7 外

内

断

にぶい責
にぶい責
にぶい黄

良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面流水文
内面ユビオサエ後ミガキ

202
弥生土器 ７０

層ＳＤ．鋼

器高 (残)  64
褐責
責

褐
灰
灰

外
内
断 良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石を含む

外面タテ左斜め方向のハケロ後流
本文。文様間をミガキ。黒班
内面ユビオサエ後板ナデ

弥生土器
甕

SD―紹Э】
第 5層

器高 (残)   5 外
内
断

暗灰黄
にぶい責
にぶい黄

良

密
長石、石英、雲母を含む

外面半裁竹管による2条の沈線。
ユビオサエ

内面板ナデ

内タト面煤付着

弥生土器
奏

７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  58 外 :にぶい褐
内 :褐

断 :褐灰
良

やや粗

長石、石英、角閃石、雲

母 を含む

外面キザミロ。ユビオサエ後、ナ
デ。板ナデ後、ナデ消し。3条の
ヘラ描き沈線
内面ユビオサエ後ナデ。磨滅

煤付着

205
弥生土器
斐

SD-701
第 5層

器高 (残)  3〔 外
内

断

灰責褐
にぶい責橙
灰 良

密
長石、石央、雲母、角閃
石を含む

外面ユビオサエ後、板ナデ
内面ナデ

弥生土器
鉢

７０
層ＳＤ．細

器高 (残 ) 責灰
褐
灰

暗
責
黄

外
内
断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部にキザミロ。ナデ
内面板ナデ後ナデ

弥生土器
養

SD-701
第 5層

器高 (残)  38 外 :にぶい褐
内 :にぶい褐
断 :にぶい褐

良

やや粗
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面口縁部にキザミロ。ハケ。ナ
デ。ヨコナデ
内面ナデ

弥生土器
鉢

７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  45 外
内
断

浅責
にぶい黄
にぶい責 良

英
む
石
含
ヽ
多″∝

石

母

密

長

雲
クサリ礫、 '1面

ユビオサエ後、ナデ
勺面ユビオサエ

口縁部、キザミロ

209
弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  71 外
内
断

暗褐
にぶい褐
にぶい黄褐

良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ
内面ユビオサエ

煤付着

210
弥生土器
養

７０

層ＳＤ．郷

器高 (残)  48 外

対

断

にぶいtaJ
灰褐
にぶい黄橙

良 むヽ
英
含
石
を石ヽ

石
閃

τ
長
角

クサリ礫、
外面板ナデ。ヨコナデ。ナデ
内面板ナデ。ヨコナデ

二次焼成

弥生土器
甕

SD-701
第 5層

器高 (残)  5' 朴
内

断

暗黄灰
暗責灰
責褐

良 ヽ
む

英

含
石
を
ヽ
石

石

閃

密

長
角

クサ リ礫、
外面ハケロ後ナデ消し。日縁にユ
ビオサエ。煤付着
内面板ナデ。口縁にユビオサエ

弥生土器
鉢

SD-701
第 5層

器高 (残)  54 外
内

断

にぶい黄橙
責褐
責灰

良

密
長石、石英、角閃石を含
む

外面ハケロ。ヨコナデ
内面口縁部にはハケロの後ヨコナ
デ。板ナデ後ナデ

弥生土器
甕

SD-701
第 5層

器高 (残)  5' 外
内

断

暗灰黄
にぶい責橙
灰責褐 良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面板ナデ

内面ユ ビオサエ
県付着

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．細

器高 (残)  54 外
内

断

にぶい黄褐
褐灰
灰責褐

良
石

密

長

む
石英、角閃石を含

外面ユビオサエ後板ナデ。黒斑
内面ナデ

弥生土器
斐

SD-701
第 5層

径
径
高

口
底
器

外
内
断

灰責褐
浅責
にぶい責橙 良

密
長石、石英を含む

外面ハケロ。ユビオサエ後ケズリ
後ミガキ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ。煤付着

弥生土器 ７０
層ＳＤ．細

底径
器高 (残 )

外
内
断

灰黄褐
灰責褐
灰責褐

良

密
長石、石英、雲母を多く
含む

外面ユビオサエ後、ハケロ
内面工具痕。底部にユビオサエ

器畳
士箆

弥 SD-70ユ
第 5層

底径 (推 )
器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄
にぶい黄
褐灰 良

粗

ヽ

や
石
や
長

む
石英、雲母片を合

外面ユビオサエ後ナデ。黒斑
内面ユビオサエ

の痕

片

器

離

剥

石

剥

る

細

あ

微
７０
層ＳＤ．細

長

幅

厚

重

サヌカイト 剥片の末端をエッデにし
て使用していたのか。バ
ルブは良く発達

器
石
石
擦

SD-701
第 5層

長

幅

厚

重

(残 )  8
(残 ) 119

21
1412

砂岩

弥生土器 ７０
層ＳＤ．訂

器高 (残 )  47
黄
褐

褐
灰
黄

黒
暗
灰

外
内
断 良

石

密

長

む
石英、角閃石を含

外面ユビオサエ後ハケロ後ナデ
内面ハケロ
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号
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弥生土器 SD-701
最下層

器高 (残)  47 外
内
断

オリーブ褐
オリーブ褐
里 良 ヽ

む

英

含
石
を
ヽ
石

石

閃

密

長
角

クサ リ礫、

外面口縁部に 1条の沈線。ユビオ
サエ後ナデ
内面不明

弥生土器 SD―紹Эl
最下層

器高 (残)  4 外

内

断

灰責褐
灰責褐
にぶい黄褐 良

密
長石、石英を含む

本面ユビオサエ後ハケロ
勺面ナデ

223
弥生土器 ７０

層ＳＤ．蔚

器高 (残)  32 褐
責
責

責
灰
灰

灰
暗
暗

外
内
断 良

やや粗
長石、石英、雲母を含む '卜

面ヨヨナデ。日縁部にハケロ
勺面ナデ

弥生土器 SD-701
最下層

器高 (残)  24 外
内
断

にぶい責褐
にぶい黄褐
にぶい黄褐 良

ヽ
む

英

含
石
く多ヽ

石
を

密

長

母
角閃石、雲 '卜

面ヨコナデ
内面ナデ

225
器牡

・璽

弥 Ю
層ＳＤ．所

器高 (残)  25 外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
にぶい責橙

良
英
む
石
含
ヽ
，″⊆

石
母

粗
長
雲

クサ リ礫、

外面板ナデ。口縁部に指先による
キザミロ状のオサエがある
内面ナデ

弥生土器
斐

SD-701
最下層

器高 (残)   4
褐

褐

黒
責

黄

本

勺

斬 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ。口縁部はユビオサエ

後ナデ。煤付着
内面板ナデ

弥生土器 SD-701
最下層

器高 (残)  6[ 褐
褐

褐

黒
黄

黄

外
内

断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ハケロの後、櫛描流水文。流
水文の間に施文後のミガキ。黒斑
内面板ナデ。磨減

弥生土器 SD-701
最下層

器高 (残)  4[
褐
褐

掲
黄
責

暗
灰
灰

本
為
断 良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石を含む

外面流水文。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 SD-701
最下層

器高 (残 ) 外
内

断

暗灰責
暗灰責
にぶい黄 良

やや粗
長石、石英を含む

外面直線文の間に波状文
内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

SD―紹Эl
最下層

器高 (残)  7
褐
褐
赤
掲

灰
明
灰

外
内
断 良

密
長石、石央、角閃石、雲
母を含む

外面口縁部付近にユピオサエ後ヨ
コナデ。体部に3条の沈線。ナデ
内面ユビオサエ後板ナデ

二次焼成

弥生土器
養

SD-701
最下層

器高 (残)  9ィ

褐

褐
褐
責

黒
黒
灰

外
内
断 良

英
む
石
合
ヽ
手″Ｃ

石

母

密

長

雲
クサ リ礫 、

外面 5条のヘラ描沈線。ハケロ
内面ユビオサエ後ナデ

内外面煤付着

232
弥生土器
甕

SD-701
最下層

器高 (残)  31
黄
黄

褐
灰
灰

黒
暗
暗

外
内
断 不 良

粗
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部にキザミロ。4条の沈
線 (現存)
内面ユビオサエ。ナデ。

233
弥生土器
甕

Ю
層ＳＤ．漸

器高 (残)  7C 外
内

断

灰責褐
黄灰
にぶい責

良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石を含む

外面 10条 の沈線。ヨヨナデ。ナ

内面板ナデ。煤付着

弥生土器
鉢

SD-701
最下層

器高 (残)  54 外
内
断

灰褐
にぶい黄褐
にぶい責褐 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面ユビオサエ後ヨコナデ。磨減
内面ミガキ

２

。
な

り

り

し

た

あ

り

あ

目

き

ｍ

ミヽ
　
つ

ｃ
ザ

は

１
キ
リ

に

の
よ

部

個

に

縁

３
滅

ｏ

口

一
磨

い

235
弥生土器
甕

SD-701
最下層

器高 (残 )  65
責
責

褐
灰
灰

黄
暗
暗

外
内
断 良

礫り
む
サ
含

ク

をヽ母

英

雲
石

ヽ

ヽ
石

石

閃

密

長
角

外面板ナデ。日縁付近はユピオサ
エ後ナデ
内面ユビオサエ後板ナデ。黒斑

弥生土器
鉢

SD-701
最下層

器高 (残)  59 外
内
断

灰責褐
にぶい黄褐
灰責褐 良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

外面貼り付けの把手のようなもの
がある。ユビオサエ後板ナデ
内面板ナデ

弥生上器
甕

SD-701
最下層

器高 (残)  47 外
内
断

にぶい責褐
オリーブ褐
黒褐

良

やや粗
長石、石英、角閃石を含
む

外面口縁部はユビオサエ後ナデ。
ハケロ
内面ユビオサエ後ナデ

238
弥生土器
甕

SD-701
最下層

器高 (残 ) 外

内

断

にぶい責褐
にぶい責橙
黒褐 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ。煤付着
内面ユビオサエ後板ナデ

239
弥生土器
奏

SD-701
最下層

器高 (残 )  65 外
内

断

にぶい責褐
にぶい責橙
にぶい責橙

良

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を多く含む

外面板ナデ。煤付着
内面ユビオサエ後ナデ

240
弥生土器
甕

SD-701
最下層

器高 (残)  53 外
内

断

にぶい黄橙
にぶい橙
暗灰責

良

やや粗
長石、石英、チャート、
クサリ礫、雲母を含む

外面口縁部にキザミロ。粗いハケ
目。煤付着
内面粗いハケロ。煤付着

No 215と 同一個体か ?

弥生土器
甕

SD-701
最下層

底径 (推)  9
器高 (残 )

外
内
断

黄褐
オリーブ黒

灰
良

密
長石、石英、角閃石、雲
母を含む

'卜

面ユビオサエ後ハケロ。底部は
ナデ
勺面ユビオサエ後ナデ。黒斑

242 弥
生土器 ７０

層サ斯

底径
器高 (残 )

外
内
断

灰責掲
にぶい責褐
にぶい黄褐 良

石
む

密
長
含
クサ リ礫、雲母 を

外面ユビオサエ後ミガキ。底部は
ナデ。一部黒斑あり
内面ユビオサエ後板ナデ。一部に
黒斑あり
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弥生土器 SD-701
最下層

底径   37器
高 (残 ) 21

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
にぶい責橙

良 ヽ
む

英

含
石
く

粗

多ヽ

や
石
を

や
長

母
角閃石、雲

外面ユビオサエ後ハケあるも、磨
滅のためはっきりしない

内面ユビオサエ後ナデ

弥生土器
甕

７０
層ＳＤ．訂

径
幌
底
高

62器
49
外

内

断

責褐
責褐
にぶい責 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ユビオサエ。黒斑
内面ユビオサエ後ナデ

245
弥生土器
鉢

SD-701
最下層

器高 (残)   4 外
内

断

にぶい褐

灰褐
にぶい褐

良

密
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面板ナデ。把手がつく
内面ナデ

二次焼成

246
弥生土器 ７０

層ＳＤ．謝

底径(推 )
器高 (残 )

１

４

外
内
断

にぶい責褐
にぶい黄褐
にぶい黄褐 良

密
長石、石英、チヤート
雲母を含む

外面ユビオサエ。板ナデ
内面ユビオサエ。ナデ。板ナデの
工具痕

247
弥生土器 ７０

層ＳＤ．断

推
残
径
高
底
器

外
内

断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰責褐

良

密
長石、石英、雲母を多く
含む

外面ユビオサエ後ナデ。底部ナデ
内面ユビオサエ後ナデ (板ナデ
か ?)

248
弥生土器
奏

SD―紹Эl
最下層

底径 (推 )
器高 (残 )

朴

内

断

灰黄褐
黒褐
にぶい黄褐 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面ハケロ
内面ユビオサエ後ナデ。煤付着

249
弥生土器
甕

SD-701
最下層

底径 (推 )
器高 (残 ) 橙

褐
ぶ
灰
に
灰

外
内
断 不 史

やや粗
長石、石英、クサリ礫、
雲母を多く合む

ｏ
痕
エ

エ

サ

サ

オ

オ

ビ

ピ
ユ

ユ

面

面

外

内
底部ナデ

弥生土器
転用
上製円板

SD-701
最下層

長
幅

厚

重

外

内

断

暗灰責
オリーブ褐
オリーブ褐 良

密
長石、角閃石、雲母を合
む

外面ナデ

内面ナデ。黒斑

弥生土器
転用
土製円板

SD-701
最下層

長
幅
厚
重

外
内
断

にぶい責褐
にぶい責橙
灰責褐

良

密
長石、石英、クサリ礫、
角閃石、雲母を含む

外面ナデ後貼付突帯。指先による
キザミロ状圧痕あり
内面磨滅

252 靭訴
７０
層ＳＤ．絢

氏径   108器
喜 (残 )  40

クワ属

木製品
鍬 (未製品)

７０
層ＳＤ．幾

長

幅

厚

２７

０ ２

１

アカガシ亜属

254
弥生土器 SD-801

器高 (残)  75 外
内

断

にぶい責褐
にぶい責橙
にぶい責橙 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ
内面ユビオサエ後ナデ

255
弥生土器 SD-801

器高 (残 ) 責い
責
責

ぶ
灰
灰

に
暗
暗

外
内
断 良

密
長石、石央、雲母を含む

外面ヨヨナデ。ハケ後ナデ
内面板ナデ

器牡
士霊

弥
SD-801

器高 (残 )  64 外
内
断

暗掲
にぶい責褐
にぶい責褐 良

密
長石、石央を含む

/1・面流水文
勺面ユビオサエ後ナデ

弥生土器 SD-801

口径(推 )
器高 (残 )

２

６

褐

責

黄

灰
褐

灰

暗

黒

朴

勺

断 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ハケ後ミガキ後2条の沈線 (現
存)。 ヨコナデ。ユビオサエ。黒
斑  内面板ナデ

258
弥生土器
鍵

SD-801

器高 (残 ) 外

内

断

暗褐
にぶい責褐
にぶい責褐

良

密
長石、石英、雲母を含む

外面 2条の沈線。ヨコナデ。ハケ
目
内面ミガキ

弥生土器
養

SD-801

器高 (残 ) 外

内

断

黒褐
灰責掲
にぶい責 良

密
長石、石実を合む

外面 5条の沈線。ハケ。ヨコナデ。
煤付着
内面ヨコナデ。板ナデ

260
弥生土器
鉢

SD-801

器高 (残 )  4 外
内
断

褐灰
にぶい黄褐
灰責

良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ヨコナデ。ハケロナデ消し。
ハケ。煤付着
内面ユビオサエ後ミガキ

弥生土器
鉢

SD-801

器高 (残)  38

褐

褐
褐
責

黒
黒
灰

外
内
断 負

密
長石、雲母 を含む

外面 6条一単位の櫛描き沈線 3本。
ナデ
内面板ナデ

262
器畳
士霊

弥
SD-801

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
灰黄掲
責灰 良

やや粗
長石、石英、クサリ礫を
含む

外面ハケ。黒斑。底部ユビオサエ

後ナデ。工具痕
内面ユビオサエ後ハケ

弥生土器
転用
上製円板

SD-801

長
幅

厚

重

褐ブ

褐

責

一

責

灰

リ

灰
暗

オ

外

内

断 良

密
長石、石英、雲母を含む

外面板ナデ
内面板ナデ

打ち久 き

弥生土器
甕

SK-301

器高 (残 ) 外

内

断

にぶい橙

にぶい橙

にぶい橙
良

密
長石、石英、雲母を含む

外面口縁部に 1条の沈線。板ナデ
内面板ナデ。煤付着
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1.第3遺構面全景 (南より)

2.第4遺構面全景 (南より)
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1.第5遺構面全景 (南より)

2.第 6遺構面全景 (南より)
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1.SD-601。 SK-603遺物出土状況 (東より)

2.SK-605遺物出土状況 (東より)
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1.SD-701(南 より)

2.SD-701断 面 (南より)
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1.SD-701遺物出土状況 (2)
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SD-701遺物出土状況 (3)

2 SD-701遺 物出土状況 (4)
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